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［2025年COL代表議員 刀根荘兵衛］
［2025年5月30日］

2025年規定審議会報告

本日の話題

➢ 審議会とは

➢ ２０２５年規定審議会の概要

➢ 振り返り（日本と世界の違いを前提に）

➢ クラブ・地区に影響を及ぼす主な採択案

➢ ２０２８年規定審議会へ向けて

審議会（規定審議会・決議審議会）

規定審議会の歴史

• 1910年：全米ロータリークラブ連合会誕生
16RC、1500人

• 1911年～ 代表議員が年次大会で審議

• 1930年：ロータリー誕生25周年記念大会
シカゴで開催 参加者 11,000名を超える。
多数の立法案が提案され、大会5日間のうち、
審議に3日間を要した

クラブ数 3177 会員数 144,500名 59カ国

• 1932年：シアトル国際大会
規定審議会発足案が提案される

規定審議会の歴史

• 1933年：規定審議会創設され、毎年の国際大会に
合わせて審議会を開催（ボストン大会）

• 1954年：２年ごとに開催（偶数年で開催）
• 1972年：正式な立法機関となる

（立法機関を規定審議会に一本化）
• 1974年：３年に一度開催
• 1977年：国際大会とは別に開催 時期と場所は理事会が決定

• 1983年：単独審議会として、米国以外で開催（ﾓﾅｺ等）
• 2001年：電子投票機器のためRI本部の近隣地域に固定化
• 2016年：決議審議会を分離 [毎年]
• 2019年：事前審査と緊急制定案を認める

審議会 Council

審議会は、ロータリーの組織運営にクラブの声を
反映させる機会です。

規定審議会 Council on Legislation（COL）

決議審議会 Council on Resolutions（COR）
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規定審議会とは（COL：Council on Legislation）

•ロータリーにおける唯一の立法機関

•立法案とは

制定案

RI定款、RI細則、標準
ロータリークラブ定款
の改正を目的とする
案件

見解表明案

RIの見解を表明しよう
とするものであり、
RI理事会のみが提出
できます。

決議審議会（COR:Council on Resolutions）

決議案とは、組織規定文書に記載されている事柄の範囲外
で、RI理事会またはロータリー財団管理委員会による決定
を求めるものです。
また、決議案は、地域的または運営的な事柄に関するもの
より、ロータリー世界に影響を与えるものが理想とされます。

毎年オンラインで開催され、決議案への投票が行われます。

決議審議会は、規定審議会の特別会合として、理事会が緊急性がある
と判断し、正規の手続で提出した制定案を審議し、決定を行う。

緊急制定案 8.050. 決議審議会で審議される制定案 (19-96:理事会提案）

理事会への請願書 Petitions to the Board

理事会による検討のために個々のロータリークラブより請願書
により提出される。
請願書は、特定の事柄に関する決定を要請する、理事会への
要請である。理事会に対する請願書はクラブが提出するか、ま
たは地区大会の結果として提出できる。

請願書の意図を、RI会長、理事会、または事務総長に宛てた書
簡において明確に説明すべきである。
クラブが提出する請願書は、決議案または書簡の形式で提出
できる。このような請願書には、クラブ会長の署名が必要である

[pətíʃən]

審議会の開催

規定審議会 ― ３年ごとに開催

2025年規定審議会 2025年4月シカゴでin-person
（4月13日～17日）

Hyatt Regency Chicago（ハイアット・リージェンシー・シカゴ）

決議審議会 ― オンラインで毎年開催
2025年決議審議会

2025年10月15日から11月15日まで

11月中に結果発表

審議会のサイクル ・・・ ３年サイクル

✓ １年目：代表議員の選出

✓ ２年目：COLへの立法案提出

✓ ３年目：規定審議会が開催

決議審議会はこのサイクルの中で
毎年開催される

審議会代表議員

◆ 各地区は、2023年7月1日～2026年6月30日までの
任期を務める、決議審議会と規定審議会の代表

      議員1名を選出します。
      この代表議員は、以下の審議会で地区を代表

（COL開催年度の6月末までに選出に変更）
2025COLで変更

2023年、2024年、2025年決議審議会
2025年規定審議会

代表議員の７４％は初めての参加者
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変更後の新しいサイクル：2025年をモデルとして

⚫ 2023年 6月 30日：代表議員選出の期限

⚫ 2023年 7月 1日：代表議員の任期開始

⚫ 2023年 12月 31日：制定案の提出期限

⚫ 2025年 4月：審議会開催

⚫ 2026年 6月 30日：代表議員の任期終了

審議会代表議員（2024年7月1日現在）：

⚫ 515地区のうち、502地区の代表議員

⚫ 初めて任期を務める代表議員：371人（74％）

⚫ ２期目の任期を務める代表議員：91人（18％）

⚫ ３期目以上の任期を務める代表議員：40名（8％）。
このうち２名は５期目。

2650地区の代表議員

代表議員 任 期

２００４年 宮﨑茂和PDG  2002年7月1日～2005年6月30日

２００７年 宮﨑茂和PDG  2005年7月1日～2008年6月30日

２０１０年 橋本長平PDG 2008年7月1日～2011年6月30日

２０１３年 橋本長平PDG  2011年7月1日～2014年6月30日

２０１６年 坂本克也PDG 2014年7月1日～2017年6月30日

２０１９年 坂本克也PDG  2017年7月1日～2020年6月30日

２０２２年 刀根荘兵衛 2020年7月1日～2023年6月30日

２０２５年 刀根荘兵衛 2023年7月1日～2026年6月30日

２０２５年規定審議会の概要

シカゴ時間 4月13日から17日まで
Hyatt Regency Chicago

２０２５年規定審議会

2025年規定審議会が4月13日～17日に米国イリノイ州シカゴで開催されました。
世界から86件の制定案が提出されましたが、審議会開催前に5件が撤回、さら
に審議会開催中に6件が撤回となりました。また、事前審査で理事会提案の1件
が採択されていましたので同意議題として審議は行われず、審議会では、74件
が審議されました。日本からは、26件が提案されました。
その中で31件の制定案が採択されました。

Orientation and Opening Session
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アーチックRI会長挨拶 議長

定款細則委員

演壇 演壇

代表議員代表議員 代表議員 代表議員

RI役員

特別議員

同
時
通
訳
ブ
｜

ス

幹事

会場のレイアウト

マイク

代表議員

審議会の議員

投票議員

投票権のない議員

⚫議長
⚫副議長

⚫議事運営手続の専門家
⚫定款細則委員会

⚫特別議員
⚫RI会長

⚫会長エレクト
⚫RI理事会

⚫TRF管理委員1名
⚫事務総長
⚫幹事

⚫審議会代表議員

2025年は515名の代表議員。うち496名が参加。

会場風景
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審議会議長のケン・シュパート氏

専門家 定款細則委員会

RI法務担当

同時通訳ブース

提案論述3分間･結びの論述2分間

討議風景
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立法案の審議
•提案の発言時間・3分

•賛成・反対動議発言・２分

賛成

反対

(優先動議)

（終了動議）

33 34

審議会の統計

2007年 2010年 2013年 2016年 2019年 2022年 2025年

審議会に回付
された立法案数 357 220 200 181 117 ９４ ８６

制定案 174 128 151 117 116
９４

（８８）
８６

（７５）

決議案 183 92 49 64 ー ー ー

見解表明案 ー ー ー ー 1 ０ ０

採択立法案数 97 66 59 61 47 ２９ ３１

制定案 59 47 53 47 46 ２９ ３１

決議案 38 19 6 14 ー ー ー

見解表明案 1

２０２５年規定審議会 立法案

制定案数 86件 ⇒ 75件
➢RI理事会提出制定案 20件 （23.3％）

審議会まで及び期中に４件撤回

➢日本からの制定案 26件 （30.2％）

➢2022年COLと同数で過去最高

理事会提案数

２０２５年 ２０件（１６件）

２０２２年 １３件（１１件)

２０１９年 ２６件

２０１６年 １８件

２０１３年 １３件

２０１０年 ８件

２００７年 ２２件

国名 提案数
1 日本 26 24
2 RI理事会 20 16
3 インド 11
4 ブラジル 7 6
5 フランス 6 5
6 米国 3
6 オーストリア 3 2
6 ドイツ 3
9 RIBI 2
10 韓国 1 0
10 イタリア 1
10 スイス 1
10 ベルギー 1 0
10 シンガポール 1
10 エジプト 1
10 パラグアイ 1
10 ノルウェー 1

86 75

31 32

33 34

35 36
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理事会提案を除いた
世界から59件中

15件採択

（25.4％）

国 名 提案数 事前審
査

採択
数

採択
率

備考

1 日本 26 24 10 2 8.3 重複1件（ドイツ）撤回2件

2 RI理事会 20 16 3(1) 16 100 重複2件(米国・インド)撤回4件

3 インド 11 7(1) 2 28.6 重複1件(理事会）

4 ブラジル 7 6 1 16.7 撤回1件

5 フランス 6 5 2 40 撤回1件

6 米国 3 2 66.7 重複1件(理事会)

6 オーストリア 3 2 1 50 撤回1件

6 ドイツ 3 3 100 重複1件(日本2840)

9 RIBI 2 1 50

10 韓国 1 0 0 撤回1件

10 イタリア 1 1 100

10 スイス 1 0

10 ベルギー 1 0 0 撤回1件

10 シンガポール 1 1 100

10 エジプト 1 1 100

10 パラグアイ 1 0

10 ノルウェー 1 1 100

合計 86 75 25 31 41.3 撤回 11件

理事会採択率100％

日本は8.3％ 近年最低

分 野 全体 日本 理事会 外国 採択数
クラブ管理運営 8 2 1 6 3
会員 2 0 0 2 0
奉仕部門 3 3 0 0 0
ロータリーの目的 2 2 0 0 0
クラブ例会と出席 4 4 0 0 0
ローターアクト 3 1 0 2 0
国際ロータリー（役員・選挙）ｶﾞﾊﾞﾅｰ 4 0 1 3 3

国際ロータリー（役員・選挙）理事 4 0 1 3 1
国際ロータリー（役員・選挙）RI会長 6 0 2 4 2
国際ロータリー（役員・選挙）一般 3 0 2 1 2
ロータリー財団：管理委員 2 0 1 1 1
国際ロータリー：一般 5 0 1 4 4
国際ロータリー：会合 1 0 0 1 0
国際ロータリー：管理運営 8 4 3 1 4
人頭分担金 6 1 4 1 1
国際ロータリー：財務 3 1 0 3 2
立法手続 10 4 3 4 4
立法手続：決議案 3 2 0 1 1
地区一般 3 0 0 3 0
地区会合 6 1 2 3 3

合 計 86 26 20 43 31
共同案件3件

日本提案100％

マイクロマネジメント
との批判

事務総長関連4件

日本が 70%

日本が 56%

日本が 50%

事務総長関連3件

分 野 全体 日本 RI 採択数
クラブ運営 9 5 0 1
クラブ例会と出席 10 7 0 3
会員 6 0 0 4
奉仕部門・行動規範 6 1 0 1
ローターアクト 3 0 1 1

国際ロータリー（役員・選挙） 7 0 3 3
国際ロータリー（一般） 4 0 1 2
国際ロータリー（雑誌） 2 1 0 0
国際ロータリー（クラブ） 2 0 0 1
国際ロータリー（委員会） 4 0 1 1
国際ロータリー（会議） 1 0 0 0

国際ロータリー（管理運営） 3 3 0 0
国際ロータリー（財務） 4 0 1 3
ロータリー財団 1 0 0 0
人頭分担金 6 1 1 1

審議会（事前手続・会議・代表議員） 12 6 1 4
審議会（その他） 2 1 1 2
地区運営 6 1 1 2

合 計 88 26 11 29

27件

【参考】前回2022年規定審議会結果

2025年規定審議会 日本からの立法案

地区名 提出件数 事前審査 取下げ 採択 理事会付託 無期延期

2780 神奈川 4 2 1 1
2790 千葉 4 2
2680 兵庫 3 1 1
2840 群馬 3 1
2650 京都･滋賀･奈良･福井 3 1
2660 大阪 2 1 1
2820 茨城 2 1 1
2580 東京・沖縄 2 1 1 1
2740 長崎・佐賀 1
2730 鹿児島・宮崎 1 1 1
2800 山形 1 1 1
合計 11地区 26 10 2 2 4 3

クラブ管理運営 2件、奉仕部門3件、R目的2件、例会･出席4件

立法案 制定案
見解

表明案
決議案 採択立法案

採択
制定案

採択
決議案

採択見解
表明

日本
制定案

日本
決議案

日本
採択制定

日本
採択決議

2025年 86 86 0 ― 31 31 ― ― 26 ― ２ ―

2022年 94 94 0 ― 29 29 ― ― 26 ― 7 ―

2019年 117 116 1 ― 47 47 ― 1 25 ― 6 ―

2016年 181 117 ― 64 61 47 14 17 9 6 5

2013年 173 142 ― 31 59 53 6 14 6 4 3

2010年 220 128 ― 92 66 47 19 10 14 1 2

2007年 337 167 ― 170 97 59 38 17 7 3 3

2004年 476 250 ― 226 100 50 50 6 8 2 2

2001年 681 388 ― 243 98 55 43 11 22 1 3

1998年 196 196 ― 87 54 38 16

1995年 196 159 ― 37 31 22 9

1992年 342 272 ― 70 58 49 9

1989年 179 133 ― 46 41 31 10 1 1 1

1986年 255 192 ― 63 69 54 15 0 0 0 0

1983年 198 169 ― 29 46 36 10 5 1

1980年 123 107 ― 16 46 38 8 8 0 0

1977年 116 98 ― 18 37 29 8 4 0 1 0

1974年 80 60 ― 20 25 19 6

立法案 制定案 見解表
明案

決議案 採択
立法案

採択
制定案

採択
決議案

採択
見解表明

日本
制定案

日本
決議案

採択日本
制定案

採択日本
決議案

2025年 86 86 0 ― 31 31 ー ― 26 ー ２ ー
2022年 94 94 0 ― 29 29 ― ― 26 ― 7 ―
2019年 117 116 1 ― 47 47 ― 1 25 ― 6 ― 決議案分離
2016年 181 117 64 61 47 14 17 9 6 5
2013年 173 142 31 59 53 6 14 6 4 3
2010年 220 128 92 66 47 19 10 14 1 2
2007年 337 167 170 97 59 38 17 7 3 3
2004年 476 250 226 100 50 50 6 8 2 2
2001年 681 388 243 98 55 43 11 22 1 3
1998年 196 196 87 54 38 16
1995年 196 159 37 31 22 9
1992年 342 272 70 58 49 9
1989年 179 133 46 41 31 10 1 1 1
1986年 255 192 63 69 54 15 0 0 0 0
1983年 198 169 29 46 36 10 5 1
1980年 123 107 16 46 38 8 8 0 0
1977年 116 98 18 37 29 8 4 0 1 0
1974年 80 60 20 25 19 6
1972年 83 70 13 20 15 5
1970年 63 57 6 23
1968年 69 55 14
1966年 43 33 10
1964年 40 38 2
1962年 36 34 2
1960年 38 35 3
1958年 48 40 8
1956年 20 14 6
1954年 32 22 10
1953年
1952年

37 38

39 40

41 42
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２０２５年規定審議会の振り返り

２０２５年COL振り返り（感想）

RIと日本のロータリーとのギャップ
マイクロマネジメントの批判、COLはRIのマネジメントを議論する場
ロータリーはビジネス（RIはマネジメント専門家を雇用し、組織運営の管理）
理事会を信頼し、運営を任せるべき

RIの審議会戦略
用意周到の理事会側の対応（財務見通しの説明・人頭分担金動議提案５分など）
理事の大活躍（理事会提案説明や反対声明・5年間の財務見通し）
議長の議事運営（副議長の知識不足による混乱。審議順序の変更など）
RI本部が反対する提案への理事会の徹底的な準備（徹底した反対声明や根回し）

日本の今後の戦略
事前勉強会は効果的【2025年は有志勉強会4回 毎回､約25名参加】
事前の打ち合わせと準備（賛成・反対意見の発言者、その発言内容）
提出案のすりあわせ（日本からの重要制定案を整理）
ベテランの代表議員を選出（毎回、ほぼ７０％が初参加）
日本の提案に、同じ日本人の代表議員による反対声明や意思表示への不信感

２６５０地区の制定案の結果

2650地区の提案結果
25-13 標準ローターアクトクラブ定款を組

織規定とし、ローターアクトクラブ
が制定案と決議案を提案できること
を規定し、更に地区大会と地区立法
案検討会の手続を変更する件
（日本 2650地区）

ローターアクトクラブがRIの会員と
して、制定案と決議案を審議会に提
出することを可能にする

R細
1,2,7,8,9,
15,16条

RB
理事会付託

25-43 事務総長の資格条件を規定する件
（日本 2650地区）

事務総長候補者は、ガバナーを全期
務めたことのある者、または理事会
の決定により同等の経験を有する者
とする

R細則6.050.3
新設

R
98:382

25-44 事務総長に対する報酬の手続を改
正する件
（日本 2650地区）

事務総長の報酬額を他の国際組織の
役員が受ける報酬を参考に、理事会
が決定する

R細則6.110 R
153:330

25-45 事務総長は2 回再選されることが
できることを規定する件
（日本 2580地区）

事務総長は２回まで再選できるとす
る

R細則6.040 撤回

25-46 事務総長の在職期間を最高2 期ま
たは10 年までと制限する件
（日本 2740地区）

事務総長の在職期間は２期または合
計10年を超えてはならないとする

R細則6.040 R
111:372

関連提案

25-13 標準ローターアクトクラブ定款を組織規定とし、ローターアクト
クラブが制定案と決議案を提案できることを規定し、さらに

                      地区大会と地区立法案検討会の手続を変更する件 2650地区

趣旨および効果

2019年の規定審議会は、ローターアクトクラブのRI加盟を認め
る表決を行い、ローターアクトクラブは国際ロータリーの正式
なメンバーとなった。また、この決定を受けて、現在、国際
ロータリー理事会はローターアクトクラブの地位向上を急速に
進めている。
しかるに、標準ローターアクトクラブ定款は、未だに国際ロー
タリーの組織規定と規定されず、国際ロータリー理事会のみが
改変することになっている。ローターアクトクラブの地位向上
が叫ばれる中で、これはRIの方針と矛盾している。

25-13 標準ローターアクトクラブ定款を組織規定とする件

（反対）ハンス-ヘルマン・カステン2024-25年度副会長・理事 ここにRAC標準定款
は、将来、規定審議会で決定できる。今はその前に、ローターアクターのポ
リシーを決定しなければならい。地区やクラブからいろいろな考えを挙げる
ことが出来る。本制定案が可決すると、アクターが求めているものを制限す
ることになり、またローターアクターにメリットをもたらすものではない。

（賛成）2540平澤PDG 提案に賛成する。2019年にアクトクラブはRIの正式なメン
バーとなった。RIのメンバーであれば、アクト自身が自分たちの定款を変更
できるのは当然のことである。RI理事会でしか変更できないのは不公平で
不平等である。

（動議）5010 アラスカ 理事会に付託するよう要請する。余りにも複雑すぎる。
（議長）セカンドあり。2分間の時間を与えます。
（動議提案）このような場で議論するのは難しい。もっと纏めたものを考えて戴く方

が良い。
（議長）討議終了の方はストライプカードを上げてください。

はい、多数となりました。

43 44
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25-43 事務総長の資格条件を規定する件 2650地区

第6条 役員

6.050.3. 事務総長

事務総長候補者は、ガバナーを全期務めたことのある者、または理事

会の決定により同等の経験を有する者とする。

趣旨および効果

事務総長の職責は多岐に亘り、豊富なロータリーの知識と経験が求め

られる。RI役員は現在、過去にロータリーで役職を務めた経験がある

ことが資格条件となっている。たとえば、ガバナーは会長経験者、理

事はガバナー経験者でなければならない。RIの最高執行責任者である

事務総長は、理事と同様の資格を有するべきである。

25-43 事務総長の資格条件を規定する件 審議経過

（反対）ダニエル C. ヒメルスパック理事 パストガバナーの中で事務総長の希望を持っている人があ
まり居ません。スタッフを管理し、また管理委員会と協力しながら、財政面のことも考え、広
い識見というものが必要だと思います。適任者はこの事務総長の才能を評価することになるが、
ただしこれは条件として定めるのはどうかと思われます。

（賛成）2660 松本PDG 賛成です。国際ロータリーの運営において事務総長は極めて重要な役割を担っ
ております。そのため、事務総長の資格要件を、RI理事や管理委員と同等の資格に引き上げる
ことで、経験豊富で優秀なロータリアンが事務総長を務めることが可能となり、国際ロータ
リーの組織運営がより強化され、はテンすることが期待されるからです。

（反対）オランダ プロフェッションであると言うことです。ロータリアンであり、RIの職員であり、
管理業務に長けているということです。私たちは皆パストガバナーですが、私たちの年齢層の
中で、今この組織を管理する関心があり、能力のある方も限られている。ですから一番才能の
ある方を見つけるべきです。

（賛成）インド 120万のロータリアンで、成功者です。この人達の中から、事務総長を探すことが出来
ると思います。ロータリーの経験も必要だと思います。

（反対）1160アイルランド 真剣であれば、文言を考えなければならない。経験に長けて、管理能力が
ある人が必要です。私たちは年齢が加算されています。そういう風な資格はないと思います。

（議長）ストライプのカードが出ました。
討議終了します。

25-44 事務総長に対する報酬の手続を改正する件 2650地区

第 6条 役員
6.110.役員の報酬
事務総長は、理事会が定める額の報酬を受ける唯一の役員とする。この
ような報酬の額は、ほかの国際組織の役員が受ける報酬を参考に、理事
会が決定するものとする。

趣旨および効果
国際ロータリーは世界的な非営利の奉仕団体であり、その財務において
は全世界のロータリー会員の会費が主な収入源である。従って、ロータ
リーの役員に支給される報酬の額を決定するためのいかなるプロセスも、
ロータリー会員にとって透明性のあるものであるべきである。
このような透明性のある方法は、多様性、公平さ、インクルージョンに
関する RIの方針にも沿うものと思われる。

25-44 事務総長に対する報酬の手続を改正する件 審議経過

（反対）3131 インド 組織規定にCEOの任期を決めることはない。それは理事会が決める。
そして評価の基準は、様々な業績で判断される。現事務総長はポリオ根絶などに
大きな成果を出している。ボーナスもありうるということ。我々にはかかわるべき
ではない。3か月ごとに評価している。

（賛成）2470 駒井PDG 何かを基準にして報酬を決めることは正しい。青天井ではいけない。
皆が分担金を払ってRIを維持しているので何らかの基準があるべき。

（反対）2520 菅原PDG どのような例を参考にするのか。世界的機関の事業の内容や理念も
違う。横並びで比較するのはおかしい。理事会は毎年、ほかの国際組織が受ける
報酬を参考に毎年見直しているので、それをわざわざ規定に盛り込む必要はない。

（動議）3020 この経費と言うことを決めるハイレベルな委員会を作るといこと、、、。
（議長）議事進行上の動議ではないので却下。
（反対）3070 これは理事会が報酬の金額決めること。こうしたクリアカットな基準を設けて

透明性のあるものにすることができるが、理事会の役割を奪うことはしないように
しましょう。

終結動議 3分の2以上 討議終結。

25-45 事務総長は2回再選されることができることを規定する件

6.040. 事務総長の選挙と任期
理事会はロータリアンを事務総長として選出し、その任期は5年を超えない。

(中略） 事務総長は2回再選されることができる。

趣旨および効果
現行の国際ロータリー細則6.040.節（事務総長の選挙と任期）では、事務総長の任
期は5年を超えないとされ、再選されることができると規定している。
このため、長期にわたる繰り返しの再選により、実際にはRI役員としての立場を半
永久的に持つことが可能になる。
RI細則の規定の下、RIでは一人の人間が長年にわたって事務総長職を占めることが
可能となっており、それによる権力および権限が集中し、濫用されやすく、RIが透
明かつ公平公正な運営を保つことができなくなる状況が生じる可能性がある。
事務総長の任期に期限を設けることにより、RIは、事務総長職にある人による透明
かつ公平公正な運営を図ることができる。

25-46と同趣旨のため撤回

25-46 事務総長の在職期間を最高2期または10年までと制限する件 2740地区

6.040. 事務総長の選挙と任期
(中略）
事務総長の在職期間は2期または合計10年を超えてはならない。
 

趣旨および効果
事務総長は、RIの最高経営責任者として「事務局員の監督に単独で責任
を負う」（RI細則6.020.3.項）とあるように、組織内で権限ある立場に
ある。国の元首の如きこの印象は、繰り返しの再任によってRIがこの役
職の任期を無期限に延長できることによってさらに強まっている。
一方、RI会長、理事、管理委員などその他の役員はいずれも一定の任期
が定められている。
どのように有能で優れた人材であっても、ある人物が組織における一つ
の役職において長々と任期を務めることは不適切である。一人の人物に
権力と権限が集中することの弊害は、歴史的にも明らかである。このた
め、事務総長の任期に制限を設けるべきである。

49 50

51 52

53 54
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25-46 事務総長の在職期間を最高2期または10年までと制限する件

（反対）2620 野口PDG ロータリーのような大きな組織を適切に運営するためには適切な能
力が必要だ。そしてそのような卓越した能力のある人物はそう簡単に見つからない。
そのような能力のある人の10年という期間を設けて強制的に退職させるのはよくな
い。権力や権限の集中により弊害が生じるかどうかは、任命権者の理事会の監督と
合理的な判断で適切に判断される。従って私は反対です。

（賛成）2800 鈴木PDG 理事がきちんとした情報に基づいて事務総長を就任終了時期まで務
めるのが妥当である。そして事務総長は、今の段階では素晴らしいが、ただし、必
要な場合に解雇する場合、キチンとした任期を決めていないと、事前に次期の事務
総長を用意する時間がなくなる。英知のあるロータリアンが必要です。ヒューコさ
んは尊敬して感謝していますが、ロータリーは民主的です。独裁国家ではありませ
ん。ロータリーでは事務総長のような権限のある方は任期をきめるべきです。

（反対）マーク・マローニ管理委員長 組織のリーダーを見ていると非常に、長い期間の事
務総長もいる。チェスリーペリーとか、ミューズは19年、フタさんは⑾年間任務に
就きました。ヒューコは今まで14年間就任している。期間の長さによって問題に
なったことはない。もしかしたら問題があるのではないかと言うことですがこれが
安定性につながるし、理事会が適切に管理している。理事会で事務総長を解雇でき
ると言うこと。1982年に事務総長が解雇されたこともある。

2022年COLでの国際ロータリー事務総長関係提案

22-44 事務総長の任期を２期までと
する件
第2590地区・第2840地区
（日本）（台湾）

事務総長は一度に限り再選される
ことができる

R細則6.040. R
173：304

22-45 事務総長の任期を４年とし２ 
期までに限る件
第2640地区、第2650地区
（日本）

事務総長の任期は２期８年を超え
てはならない

R細則6.040. R
142：338

22-93 事務総長の資格要件と報酬上
限を規定する件
第2650地区（日本）

事務総長はガバナー経験者、ある
いはそれに準ずる経験を持つか、
理事会が認めた者とし、更に、事
務総長の年間報酬上限は
US$400,000以内とする。

R細則6.050.
RI細則6.100

R
135：336

【2019～20年度】
RI事務総長 報酬額 588､436米ドル RIウェブサイトに公開されているRI確定申告書により
LC国際協会事務総長 183,433米ドル （ライオンズクラブ国際協会 ムーア氏）
国連事務総長 325,726米ドル
米国大統領 400,000米ドル
米国最高裁判所長官 267,000米ドル

歴代事務総長の氏名と在籍年数

氏名 Name 期間 年数 所属RC 備考

1 チェスリー R. ペリー Chesley R. Perry 1910-42 32 シカゴ、イリノイ州、米国

2 フィリップ C. ラブジョイ Philip C. Lovejoy 1942-52 10 デイトナビーチ、フロリダ、米国–

3 ジョージ R. ミーンズ George R. Means 1953-72 19 Greenwood、インディアナ、米国

4 ハリー A. スチュワート Harry A. Stewart 1972-78 6 ディアフィールド、イリノイ州、米国

5 ハーバート A. ピグマン Herbert A. Pigman 1979-86 7 アンビア、インディアナ州、米国

6 フィリップ H. リンジー Philip H. Lindsey 1986-89 3 ボアズ、アラバマ州、米国

7 ヒュー M. アーチャー Hugh M. Archer 1989-90 1 Dearborn ミシガン州, 米国 89-90会長兼任

8 スペンサー・ロビンソンJr.
Spencer Robinson 

Jr.
1990-93 3

ブラックマウンテン､ノースカロライナ、
米国

9 ハーバート A. ピグマン Herbert A. Pigman 1993-95 2 ボズウェル、インディアナ州、米国 ２回目

10 ジェフリー S. ラージ Geoffrey S. Large 1995-97 2 Lake Wales、フロリダ州､米国

11 S. アーロン・ハイアット S. Aaron Hyatt 1997-00 3 シルバ、ノースカロライナ州、米国

12 エドウィン H. フタ Edwin H. Futa 2000-11 11 East Honolulu、ハワイ、米国

13 ジョン P. ヒューコ John P. Hewko 2011-現在 14 キエフ、ウクライナ

地区やクラブに影響を与える採択案

25-01  ロータリークラブの目的を改正する件

標準ロータリークラブ定款を次のように改正する。

第3条 クラブの目的
本クラブの目的は、次の通りである。
(a) 「ロータリーの目的」の達成を目指すこと；
(b) 五大奉仕部門に基づいて成果あふれる社会奉仕プロジェクトを実施すること；
(c) 会員増強を通じてロータリーの発展に寄与すること
(d) ロータリー財団を支援すること；
(e) クラブレベルを超えたリーダーを育成すること

趣旨および効果
社会奉仕の概念は、手続要覧の中で、ロータリーの基本理念の中でも特に重要な位
置を占めており、一般に、すべてのロータリー活動の基礎を成すものと理解されて
いる。しかし、この概念は標準ロータリークラブ定款の第3条にはなく、標準ロー
タリークラブ定款の第3条にこの説明を加えることで、ロータリークラブが一般市
民や団体のための活動、時にはロータリアン自身のために実施する活動やプロジェ
クトの意味をより明確に伝えることができる。

25-06  中間財務報告の締切日を改正する件 （イタリア）

第7条 会合

第2節 — 年次総会。その他の会合

(a) 役員を選挙するため、現年度の収入と支出を含む中間報告および

前年度の財務報告を発表するための年次総会は、細則の定めるところ

に従い、毎年12月31日までに開催されるものとする。

(b) 現年度前期における収入と支出を含む中間財務報告を1月31日まで

に行われる会合において発表するものとする。

趣旨および効果
中間報告を年次総会において発表するという必要条件は、2019年に導入
された（2019年度規定審議会が制定案19-24を修正後に採択）。
当該制定案が採択されて以来、中間報告を12月31日までに提出すること
は不可能だといくつかのクラブが報告している。

55 56

57 58

59 60
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25-07 新しいロータリークラブの加盟に必要な会員数を減らす件

提案者：RI理事会・米国

2.010.1. 新クラブ
新クラブは少なくとも2015名の創立会員を有するものとする。

趣旨および効果

新しい革新的なクラブが結成されると、結成後急速に拡大できることが経験的に証明されて
いる。特に、特定の奉仕活動に関する明確なメッセージを掲げている場合、活動中のクラブ
は地域社会での活動に基づいて新会員を引き付けることができる。世界中の多くのロータ
リークラブは15名以下の会員で運営され、大きなインパクトを生み出している。本制定案の目
的は、このような小規模クラブの成長を推進することではなく、熱心なロータリアンからなる小
規模な中核グループが、説得力のある奉仕ブランドを有する大規模なグループへと拡大する
ことを促進することにある。

創立会員を20名から15名に変更する提案

25-15 ガバナーの任務を改正する件 2780地区

16.030.ガバナーの任務
(d) 地区およびクラブのリーダーと協力し、以下を奨励すること。
1. 理事会の提唱する地区リーダーシップ・プランへの参加；
2. RI戦略計画の推進；
3. ロータリー財団の補助金プログラムへの参加

趣旨および効果
地区リーダーシップ・プランは20年以上前の2002年にRIによって導入
され、現在では世界中の全地区に義務付けられている構成要素である。
地区リーダーシップ・プランへの参加を奨励するのは当然のことで
あるが、今日のガバナーにとって最大の課題は、RI戦略計画をさらに
推進し、ロータリー財団の補助金プログラムへの積極的な参加を奨励
することであると考える。

25-28 理事会がクラブに対して、会員またはローターアクターの会員
身分を終結するよう指示できることを規定する件 （RIBI)

3.060. 正当な理由による会員またはローターアクターの終結
クラブとローターアクトクラブは、会員資格条件を満たさなくなった会員およびローターアクター
の会員身分を、正当な理由をもって終結すべきである。クラブがそうしない場合 、理事会は、正
当な理由をもって、その会員またはローターアクターの会員身分を終結するようクラブに指示する
ことができる。終結の決定の指針となる原則は、RI定款第49 条第2節（a）、および会員または
ローターアクターに期待される高い倫理基準である。理事会は、終結すべきでない理由を説明する
ための30日間の猶予を当該会員またはローターアクターに与えるものとする。理事会は、当該会員
またはローターアクターが十分な理由を提示しなかったと理事会が判断した場合、30日間の期間後、
クラブに対して当該会員またはローターアクターの会員身分を終結するよう指示できる。会員また
はローターアクターの会員身分を終結するには、理事会全体の3分の2の投票が必要となる。理事会
は、その裁量により、本節の手続に従って、RIBI内のクラブの会員またはローターアクターの会員
身分に関し、RI理事会に代わって決定する権限をRIBIに与 えることができる。

趣旨および効果
理事会に、極めて悪質な行動を取る会員の会員身分を終結するようクラブに指示
する権限を与えることで、この問題の解決を図ろうとするものである。これによ
り、会員身分が自動的に終結し、ロータリーのイメージと運営が守られることに
なる。

25-34 試験的プロジェクトを通じた監督に関する規定を改正する件 (ブラジル）

14.030.試験的プロジェクトを通じた監督

理事会は、影響を受けるすべての地区から承認を得ることを条件に、ク
ラブを監督する方法として試験的プロジェクトを創設できる。RIBI内お
よび／またはオーストラリアまたはニュージーランドを含むゾーン内に
あるクラブのみを、試験的プロジェクトに含むことができる。理事会は、
下記の節に沿っていないこのような関係地区を対象としたガバナンスの
規則と手続きを定めることができる。

趣旨および効果
本制定案の趣旨は、管理の効率を高め、地区ガバナンス構造内における
役職の代表権と正当性を向上させるための、新しい、より近代的なクラ
ブ監督の方法を RI理事会が試験できるようにすることである。

25-35 ゾーン構成の決定基準を改正する件

提案者：RI理事会

11.010.1. ゾーンの数

世界を理事会が定める通り 34のゾーンに分割し、理事会が定める

通り、ゾーン内のロータリアン数がおよそ等しくなるようにするも

のとする。理事会は、ゾーンの境界を定めるに当たり、理事会が重

要だと判断した地理的、言語的、文化的、その他の要素を考慮でき

る。

理事会は、ゾーンの境界を定めるに当たり、ロータリアン数ではなく、理
事会が重要だと判断した地理的、言語的、文化的、その他の要素を考
慮して決定する。

25-36 会員の多様性の条項を改正する件 (シンガポール）

4.070. 会員の多様性
各クラブとローターアクトクラブは、多様性、公平さ、インクルージョ
ンを推進するようなバランスのとれた会員基盤を構築するよう努めるも
のとする。いかなるクラブも、RIにいつ加盟したかに関係なく、いかな
る方法においても、性別、ジェンダー、人種、皮膚の色、信条、国籍、
または性的指向により入会を制約すること、もしくはRI定款または細則
により明白に認められていない入会の条件を課すことはできない。

趣旨および効果

会員の多様性にgenderとは別にsexを追加する。

(性別とジェンダーは異なる)

「sex｣は先天的な性・性差、｢gender｣は後天的な性・性差を表す言葉

61 62

63 64

65 66
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25-37 RIにおける政治的主題の禁止を規定する件 （エジプト）

第26条 地域社会、国家、および国際問題
26.010. 適切な主題。
地域社会、国家、世界の一般福祉にかかわる公共問題は、RIの会員にとって関心事
であり、会員が各自の意見を形成する上での啓発となるよう、RI会合での公正かつ
情報に基づく研究およびディスカッションの適切な主題であるものとする。しかし、
RIは、RI もしくはTRFの使命またはプログラムと関連するものでない限り、係争中
のいかなる公共政策についても意見を表明しないものとする。
（中略）
26.030. 政治的主題の禁止
26.030.1. 決議および見解。
RIは、RI もしくはTRFの使命またはプログラムと関連するものでない限り、政治的
性質をもった世界問題または国際政策に関して、決議ないし見解を採択 したり配布
したりしないものとする。またこれに関して行動を起こさないものとする。
26.030.2. 異議の申し立て
RIは、 RI もしくはTRFの使命またはプログラムと関連するものでない限り、政治的
性質をもった特定の国際問題の解決のために、クラブ、人びと、政府に対して嘆願
せず、また、書状、演説、提案を配布しないものとする。

修正可決

趣旨および効果

• 本制定案の目的は、ロータリーの本来の目的を維持し、ロータリーにおける適切な主題
を地域社会、国家、世界の福祉に関わるものとして定義すると共に、分裂を引き起こし、
ロータリーの目的から目をそらすような物議を醸す主題をロータリーにおける論議から
除外することで、すべてのロータリー会員と関連組織を一つにすることである。

• この制定案はまた、宗教的・政治的中立性の問題、および係争中の公共政策に関する意
見への関与をしないことについても言及しているロータリーの章典に対し、RIの組織規
定をより近づけることを目的としている。この追加規定は、RIが公職の候補者を推薦せ
ず、いかなる会合においてもその長所や短所を議論せず、政治的な性質をもつ決議、意
見、または訴えを採択または配布せず、世界情勢や国際政策に関する措置を講じないこ
とを明確に定めている。

• 提案条項は、RIが世界中のロータリークラブに推奨しているものに類似しているが、ク
ラブではなくRI全体に適用できるように修正されている。

• この制定案により、ロータリー全体、会員、クラブが目的達成のためにより密に協力し
あい、健全な成長と多様性がさらに促進されると思われる。また、最も大事なこととし
て、RI自体が、現在クラブに対して提唱していることの手本となると思われる。

イスラエルとガザ地区における紛争に関するロータリーの声明

国際ロータリーは、イスラエルとガザ地区のパレスチナ人との長い紛争の歴史における
長引く苦難を認識し、すべて当事者に対し、平和への道を模索することを強く求めます。
それと同時に私たちは、ハマスによるイスラエル市民への恐ろしい攻撃を明白に非難し、
負傷した人、殺害された人、誘拐された人の数に愕然としています。
イスラエルとハマスの紛争が激しくなる中、私たちはさらなる激化の可能性、および人
命の喪失やガザ地区において既に起きている人道的危機を深く懸念しています。私たち
は、罪のない市民への暴力を非難し、国際人権法の遵守をサポートします。
平和の構築は、ロータリーの使命の礎であるとともに、ロータリーの重点分野の一つで
もあります。根本的に、ロータリーはさまざまな国籍、宗教、文化、歴史を持つ人びと
が集うための共通の土台であり、よりよい未来という共通の信念で人びとを結びつけて
います。この結びつきこそが、紛争時にも私たちを人間らしくし、持続的な平和の土台
を築くものです。
ロータリーは、会員、パートナー、地域社会と協力し、この地域とほかの地域における
平和と発展を支える長期的で持続可能なソリューションを見つけることに引き続きコ
ミットしています。
2023年10月13日

ロータリー章典 2020年11月

2.090. クラブおよび政治活動
RI とその加盟クラブは、党派的政治声明を発表することを控えなければならず、ロータリアン
も 同様に、政府もしくは行政当局にいかなる団体的圧力をもかけてはならない。
（2013 年 10 月理 事会会合、決定 31 号）

26.020. ロータリーと政治
ロータリーの世界中の会員はさまざまな政治的見解を持つ個人であるため、ロータリーは、
政治的主題に関していかなる団体活動あるいは団体としての意見の表明も行わないものとする。
（ 2016 年 4 月理事会会合、決定 157 号）

標準ロータリークラブ定款
第14条 地域社会、国家、および国際問題

3．— 政治的主題の禁止。
(a) 決議および見解。本クラブは、政治的性質をもった世界問題または国際政策に  
    関して、決議ないし見解を採択したり配布したりしないものとする。
    またこれに関して行動を起こさないものとする。
(b) 嘆願。本クラブは、政治的性質をもった特定の国際問題の解決のために、クラ
    ブ、国民、政府に対して嘆願しないものと する。また書状、演説、提案を
    配布しないものとする。

国際ロータリーの声明：
ウクライナと世界の人びとにとって、痛ましく悲惨な状
況となっています。
ロータリーは、ウクライナにおける状況悪化と、人命の
喪失および人道的苦難が深刻化していることを深く懸念
しています。ウクライナに対する軍事行動が続けば、地
域の荒廃を招くだけでなく、欧州と世界にも悲惨な結果
が広がる恐れがあります。

世界最大の人道支援団体の一つとして、ロータリーは
「平和」を世界的使命の礎としてきました。私たちは、
国際社会とともに即座の停戦、ロシア軍の撤退、および
対話を通じた対立解決のための外交努力の再開を求めま
す。
過去10年間、ウクライナ、ロシア、および近隣諸国の
ロータリークラブは、国の違いを超えて、親善を推進し、
戦争や暴力の被害者への支援を先導する平和構築プロ
ジェクトに積極的に取り組んできました。私たちは今、
この悲劇的な出来事に直面しているウクライナのロータ
リー会員や人びとのために祈ります。国際ロータリーは、
救援物資や支援を提供し、ウクライナ地域に平和をもた
らすために全力を尽くします。
国際ロータリー 25-Feb-2022

ウクライナのロータリークラブ

【2022年7月3日現在】
21A 2232地区 BELARUS (and) UKRAINE 68RC 1,208名
 Ukraine 64RC  1,178名
 Belarus 4RC 30名

17B 2223地区  RUSSIAN FEDERATION 79RC 969名

21A 2241地区 REP. OF MOLDOVA, (and) ROMANIA 

149RC 3,604名
 Moldova  8RC   118名
 Romania   141RC    3,486名
 

【2023年2月24日現在】
21A 2232地区 BELARUS (and) UKRAINE 70RC 1,396名
 Ukraine 66RC  1,365名
 Belarus 4RC 31名

17B 2223地区  RUSSIAN FEDERATION 74RC 880名

21A 2241地区 REP. OF MOLDOVA, (and) ROMANIA 

150RC 3,673名
 Moldova  8RC   115名
 Romania   142RC    3,558名

25-42 ロータリークラブまたはローターアクトクラブの加盟停止・
終結の要件を改正する件

提案者：RI理事会

3.020.1. 加盟停止または終結
(b) TRFの資金を不正に使用、または TRFの資金管理方針に違反し
た、あるいはTRFの資金を不正に使用した会員またはローターアク
ター、または TRFの資金管理方針に違反した会員またはローターア
クターを有している。

TRFの資金を不正に使用し、またはTRFの資金管理方針に違反した会員
またはローターアクターを有している場合だけでなく、クラブ自体がTRF

の資金を不正に使用したり、 TRFの資金管理方針に違反した場合、その
クラブを加盟停止または終結する権限を理事会に与えるように改正

67 68

69 70

71 72
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25-47 人頭分担金を決定するためのプロセスを改正する件

提案者：RI理事会

18.030.1. 人頭分担金
各クラブは、各会員につき、理事会によって定められた通りに
人頭分担金を支払う。

RI理事会裁量で、人頭分担金を毎年設定することを認める

撤 回

25-48 人頭分担金を増額し、人頭分担金を決定するためのプロセス
を改正する件

提案者：RI理事会

2026-27年度には半年ごとに米貨42ドル75セント、2027-28年度には
半年ごとに米貨44ドル63セント、2028-29年度とそれ以降には半年ご
とに米貨46ドル50セント。ただし、人頭分担金への年間調整が、規
定審議会によりその年度のものとして採択された金額の７パーセン
トを超える増額とならない限り、理事会は人頭分担金を毎年変更で
きる。

25-26年度 半期41ドル
26-27年度 半期42.75ドル
27-28年度 半期44.63ドル
28-29年度 半期46.5ドル

規定審議会によりその年度のものとして採択
された金額の７パーセント未満の変更を理事
会が毎年、人頭分担金に加えられるようにす
ることで、RIが均衡予算を維持するためのさ
らなる柔軟性が理事会に与えられる。

撤 回

25-49 人頭分担金を増額する件

2026-27年度には半年ごとに米貨42ドル75セント、2027-28年度に
は半年ごとに米貨44ドル63セント、2028-29年度とそれ以降には
半年ごとに米貨46ドル50セント

25-26年度 半期41ドル
年間3.5ドル値上

26-27年度 半期42.75ドル
年間3.76ドル値上

27-28年度 半期44.63ドル
年間3.74ドル値上

28-29年度 半期46.5ドル

5年間の財務見通し

73 74

75 76

77 78
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25-49 人頭分担金を増額する件の審議経過

（反対）1450 デンマーク 基本的に反対。今のレベルで維持されるべき。
ITとかインフラ整備は重要であるが、他のコストを削減させるべきです。財務的な責務を果たすと言うこと。同
じような収入でやっている会社も多くあり、インフレの影響を受けている。値上げは出来ないと言うこと。

（賛成）6060 RIBI 賛成したい。世界は大きく変わっている。なにが起こるか予想がつかない。しかし、世界はロータ
リーを必要としている。ロータリーは未来のためにもっと強くならなければならない。組織の運営をするにはお
資金が掛かると言うこと。そして今すべての価格が急速に上がっていること。だから増額を必要としている。こ
の増額は少ないも。スターバックスの珈琲一杯分だ。タクシーに乗った金額より、ジントニックを飲んだ料金よ
り安い。

（反対）2820 高橋PDG どの組織でも値上げをする前に、業務の改善やコストの削減に努めるのが世の常である。ロータ
リーも適応除外ではない。5カ年の財務見通しでは、値上げしなければ赤字で運用できないとしているが、それで
はどれだけwの経費が削減され、どれだけの効果があったのか全く説明がない。それをしないで増額は認められ得
ない。

（賛成）7320 米国 この日曜日RIから明確な説明があった。5カ年お見通しは、財務の健全性を明確にし、RIとTRFのた
めになる、これがこれが必要であるのだと言うことがよく理解できた。ロータリーの目的を推進するためには、
しっかりと時間と献身を捧げなければならない。すべての値段が上がってきている。RIとTRFがしっかりとリソー
スを持って、私たちのアウトリーチを広げて、テクノロジーを強化して行くためには、やはり、必要である。

（動議）1890 ドイツ パトリック理事からの情報をもっと詳しく示してください。
もっと詳細なコストの内訳、それから年間の収入の内訳が欲しいと言うこと。

（議長）追加の情報が欲しいと言うことですね。
（事務総長）Webサイトにはしっかりした情報が入っている。Webサイトご覧下さい。

（動議）1830 これは議事上の25-49を他の時間で検討すると言うことです。

（議長）この提案の時間を動かすと言うことですね。いつにされたいのですか。木曜日のお昼前でないといけませんよ。

（動議）9条の4の部分、これは例外的な会合です。今日から三ヶ月の間に開催出来ることになっている。重要な情報を受け

た上で、例外的な会合を開催出来る。３ヶ月後にオンラインで開催する。本制定案は27年度からしか有効にならな

いので、そのような方法でも良いのではないか。

（議長）これはアウトオブオーダー。この会合が終わった後に開催することは認められない。

（動議）それでは今の決定にアピールしたいと思います。

（議長）議事専門家に議論してもらいます。

（規則手続）議長が３分間掛けて何が成されたかについて話すことが出来る。2分であなたが提訴について話すことが出来る。

この議長による決定を多数決で決めなければならないと、運営規則の中に入っている。

（議長）皆様は今日ここにおられる理由は、今扱っている案件を扱うために集まっている。案件はかなり前から用意されて

おり、また詳しい情報があった。それを延期して、またバーチャルでするとなりますと、個々よりも効果的とは思

えない。そして、このような扱いとなると、今回は全くディベートもしないということになります。専門家によれ

ば、理事会のみが特別な会合を招集出来るとなっている。明日に延ばしたいなら出来るが、審議会が終わった後は

開催できない。あなたは2分間で話してください。

（動議提案者）特別な会合をすべきだということですが、日曜日に人頭分担金の重要性が話された。それは25-49で示されて

いることだが、2500万ドルをこれから三年間ということですね。その決定者は私たちに責務を負うべきですし、私

たちは、2500万ドルについてもっとしっかり情報を得るべきだ。情報はしっかり提供され、そしてどういう風な効

果性を取っているのかを示してください。だから、25-49を決める前に特別な会合を開きたい。

３ヶ月後にして戴きたいということ。これは定款に基づいてということである。

（採択）Yesは特別会合を開かない。私の決定を維持すること。Noはこの動議に戻ること。

（採択）347:132 議長の決定は維持された。

（反対）8040 70％以上の人が初めて。19年のCOLでも人頭分担金が討議された。5年の見通しがあった。事務総長は年次報告
があるというとだが、ただしもっと情報を必要としている。それでもっと透明性を増すことが出来る。ディスカショ
ンの根拠を持つことが出来る。25-49に反対です。

（賛成）メキシコ すべての決議に根拠があるべきだと教わった。私たちは世界的な組織として、すべての評議は妥当な合理
的なものだと考える。国際ロータリーのためになると考え、賛成して欲しい思う。
これは私たちが求めていることだ。
2500万ドルはそれほど多額ではない。一杯の珈琲程度だ。インフレ率より低い。コストではなく、最大限と言うこと
を考えるべき。

（反対）2650 刀根PDG この10年間国際ロータリーは大幅な人頭分担金値上げをしてきた。10年間で1.45倍です。そして会員
数は、6％減少です。会員数の減少以上に人頭分担金が値上がりしています。私たちとよく比較される組織にライオ
ンズクラブ国際協会があります。ライオンズ国際協会はロータリーより20万人会員が多く、クラブ数も1万クラブ以
上多い。しかし、人頭分担金はロータリーよりも安い。RI人頭分担金はライオンスの1.64。
ライオンズにこのイリノイ州のオークブルックに本部があり、財団を含めて200名の職員が活躍しています。
ロータリーはエバンストンに約5百数十名のスタッフがおられます。もう少しロータリーは効率化できるのではない
でしょうか。現在、USAでは政府効率化省が大活躍しおおきな成果を挙げおられる。
ロータリーも抜本的な効率化を図るべきです。できれば、イーロン・マスクさんに活躍して戴いては如何か。

（議長）マスクさんに是非、ロータリーの会員になって戴きたいですね。
（賛成）5230 RIは私たちに様々なリソースを提供してくれる。そして地区とクラブが反映して、活動ができるように支援し

ている。今世界の物価は高くなってきている。私たちは世界各地でそのようなことをしなければならない。世界各地
でそのようなことをしなければならない。毎年、理事会が理事として、どのような分担金にするか考えて戴くことが
できるのではないかと思う。私たちはビジネスリーダーです。そして、キチンと責任を負っている理事会がありなが
らも、これだけの収入しか得ることができませんとなると、そこで出来た成果物とか業務奉仕というものが、限られ
たものにしかならないということも道理であると思います。理事会が解決策を毎年、必要に応じて決めて戴く、規定
審議会に委ねて決議をして戴く。私たちは世界のリーダーであることを前提に、賛成して戴きたい。

（反対）2840 本田PDG このままでは賛成できない。5か年の財務見通しを、3年間にも見ました。分担金ゼロの場合、1，2年
後には赤字になり、その赤字幅が広がっていく。だから然るべき増額が必要だという。同じような説明を理事会は繰
り返すのでしょうか。何となく増額が必要と思わせることしか、説明の仕方はないでしょうか。私たちが求めるの
は増額によって得られる私たちのメリットは具体的に何かということです。私たちが失うものは何なのかを説明する
ことなしに、また納得すること梨に、増額を繰り返すことには反対です。

（賛成）変化の時代と言う歌があります。そして、今の時代へ変化しています。それに適応するために、増額が必要である。
資金はセンシティブな問題です。私たちの組織は持続可能でなければならない。前回のCOLにも出席したが、資料に
は満足している。私は理事会を信用している。私たちが選んだ方です。

（賛成）理事会は漸進的な考え方を持っています。価値が何なのかをよく考えるべき。価値があるものを提供できている。コ
ストが高くなっている。理事会の提案に反対する傾向がある。しかし、ロータリーの価値観をよく考えてほしい。

（反対）2600 関PDG 人頭分担金は増え続けている。増額の理由はわかるが地区内の小さなクラブにとって負担が増え続け
ている。クラブの財政を圧迫していること考えてほしい。小さなクラブの会長の顔を思い出して投票して欲しい。

（賛成）2140 ベルギー 強く支持する。増額は高いかもしれませんが、ただし実質の値段青考えると少額なものだ。ただ食
べ物が高いだけです。ただし、資金の透明性を考えてほしい。

（反対）3001 かなりお金が必要となっている。経費を節約して、オンラインなどのテクノロジーを使ってコストを下げるこ
とができる。

（賛成）6200 世界一流の奉仕団体として、会費が合理的かどうか、を考えるべき。先ほどニッキーさんが言われましたが、
価値が重要。素晴らしいものがある。増額は合理的なもの。ロータリーから得ているものは十分価値がある。人頭分
担金を払う価値がある。値上げは当たり前ではないでしょうか。

（採決）351：135 採択
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人頭分担金比較（国際会費）

人頭分担金（RC)
２００４～０５ ３９ドル

２０１３～１４ ５３ドル
２０１６～１７ ５６ドル
２０１７－１８ ６０ドル
２０１８－１９ ６４ドル
２０１９－２０ ６８ドル
２０２２－２３ ７１ドル
２０２３－２４ ７５ドル
２０２４－２５ ７８.５ドル
２０２５－２６ ８２ドル
２０２６－２７ ８５.５ドル
２０２７－２８ ８９.２６ドル
２０２８－２９ ９３ドル

国際会費（LC)
２００４～０５ ３３.２ドル
２００５～１２ ３９ドル
２０１２～１３ ４１ドル
２０１３～２３ ４３ドル

２０２３～２４ ４６ドル
２０２４～２５ ４８ドル
２０２５～２６ ５０ドル
      

家族会員 24.0ﾄﾞﾙ
学生会員 24.0ﾄﾞﾙ

      ﾚｵﾗｲｵﾝ 24.0ﾄﾞﾙ

家族会員/学生会員半額
終身 650ドル
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ロータリーとライオンズ年会費の比較推移

人頭分担金 国際会費

LCIRI

25-50 人頭分担金を増額する件 （インド）

18.030.1. 人頭分担金
各クラブは、各会員につき、次のように RIに人頭分担金を支払う。2022-23
年度には半年ごとに米貨 35 ドル 50 セント、2023-24年度には半年ごとに米
貨 37 ドル 50 セント、2024-25年度には半年ごとに米貨 39 ドル 25セント、
2025-26年度とそれ以降には半年ごとに米貨 41 ドル、2026-27年度には半年
ごとに米貨 41 ドル、2027-28年度には半年ごとに米貨 41 ドル 50 セント、
2028-29年度には半年ごとに米貨 42 ドル、2029-30年度とそれ以降には半年
ごとに米貨 42 ドル 50セント。人頭分担金は、規定審議会によって改正され
るまで変更されないものとする。

趣旨および効果
将来の人頭分担金を算出する際には、人頭分担金の収入および生活程度が最
低限の国々の国内総生産を考慮に入れるべきである。そうすることで、会員
維持につながり、発展途上国で危機的な経済状況にあるロータリークラブの
存続を促すことになる。

否決 36：448

25-51 現在の人頭分担金の金額を維持する件 2820地区

18.030.1.人頭分担金
(中略）
2025-26年度とそれ以降には半年ごとに米貨41ドルとし、それ以降は半
年ごとに米貨 41 ドルに据え置かれる。

趣旨および効果
人頭分担金が増額され続けていることを問題視する。増額の一途をたど
る RIの人頭分担金は、多くのクラブの不満のもととなっており、特に
若い世代のロータリアンにとって財政的な負担となり、若手の参加を難
しくする要因の一つとなっている。
そのためにも、RIの経費削減が必要であり、その結果ロータリアンの負
担軽減につながる。また、RIの財務状況とロータリアンの満足度のバラ
ンスをとることも考慮すべきである。従って、RI細則に定められている
半期ごとの人頭分担金の増額は必要でないと思われる。

25-53 プロセスの改善とRI による経費削減対策に関し定期的に発表
するよう規定する件 2840地区・ドイツ（共同提案）

18.060.5カ年財務見通し
18.060.3.ロータリー研究会での 5カ年財務見通しの説明発表
理事またはほかの理事会代理は、各ロータリー研究会で 5カ年財
務見通しを説明発表するものとする。その説明の中に、RIが講じ
た具体的なプロセスの改善とコスト削減策に関する最新情報を盛
り込むべきである。

趣旨および効果
財務見通しの報告は、RIの収入と支出との健全なバランスを維持
するのに役立つものだが、RIの人頭分担金増額の根拠となってい
る 5か年財務見通しでは、そのバランスの変動が十分に説明され
ていない。

25-54 理事会の権限を改正する件 (オーストリア）

5.010.2.権限
理事会は、次の方法によって RIの業務を指示・管理する。
(a) 組織の方針を定める。
(b) 事務総長による方針実施の評価を行う。
(c) RI運営における定期的な過程・コスト分析の委託、ならびに RI世

界本部と国際事務局の間における職員の役割・責務の配分と組織
化の見直しと修正など、透明性を高める。

趣旨および効果
大規模組織の経営のための国際的なベストプラクティスを適用し、RI
運営（エバンストンの世界本部と国際事務局）における専門的な過程
分析とコスト構造分析を定期的に委託するよう理事会に要請するもの
である。
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25-56 制定案に関する締切日を改正する件

提案者：RI理事会・インド
7.050. 制定案と見解表明案の締切日
7.070.3. 立法案に対する修正案
7.070.5. 立法案の公表

立法案の提出締切日を審議会が開かれる前年度の12月31日から3月31
日に延長し、修正案の締切日と発行日も、それぞれ審議会が開かれる
前の年度の3月31日から5月31日、審議会の年度の9月30日から10月31
日へと延長する。

本制定案は、立法案の提出締切日を 12月 31日から 3月 31日に延長するものである。

電子的媒体の増加により、立法案をより迅速に点検し、必要に応じて修正することがで
き、従って提出締切日から発行までに必要な時間が短縮される。提出締切日を延ばし
た場合、修正案の締切日と発行日も、それぞれ 3月 31日から 5月 31日、9月30日から
10月31日へと延長しなければならない。10月31日でも、代表議員が事前審査と規定審
議会に先立って制定案に目を通す十分な時間がある。

25-57 審議会代表議員の選出時期と任期開始時期を改正する件

提案者：RI理事会
本立法案は、代表議員の選出手続を一年早めることにより、制定案の提出
期限を、代表議員の任期開始から（6カ月後ではなく）一年半後に設定しよ
うとするものである。

第9条 審議会の構成と手続
9.040.代表議員の任期
代表議員の任期は、選出された年度規定審議会の翌年度の7月1日に始まる。
各代表議員は、3年間、または後任者が選出、証明されるまで任期を務める
ものとする。

9.050.指名委員会による代表議員の選出
（中略）
代表議員の候補者は指名委員会の委員を務めないものとする。代表議員は、
規定審議会が開かれる 2年前の年度の6月30日までに選出されるものとする。

25-57 審議会代表議員の選出時期と任期開始時期を改正する件

審議会代表議員ならびに補欠議員は、規定審議会（COL）開催の翌年に選
出され、その任期は次回 COLが開催される前年度の7月1日に始まる。

代表議員の選出手続を一年早めることにより、制定案の提出期限を、代表
議員の任期開始から6カ月後ではなく、一年半後になる。

2023年6月30日：代表議員選出の期限 ⇒ 2022年6月30日
2023年7月1日 ：代表議員の任期開始 ⇒ 2022年7月1日
2023年12月31日：制定案の提出期限 2023年12月31日
2025年4月：COL開催 2025年4月：COL開催
2026年6月30日 ：代表議員の任期終了 ⇒ 2025年6月30日 任期終了

採択された場合第 9.040.節の改正は、理事会が適切だと判断した方法で実施される
ものとする。

25-60 規定審議会前に、規定審議会で検討する立法案について
必要な票の割合を改正する件

提案者：RI理事会

7.070.6.審議会における立法案の審議

制定案に賛成反対したのが投票権を有する代表議員の 20パーセント

未満である 70パーセントを超える場合、規定審議会の次回の直接会

合で審議されないものとする。制定案に賛成したのが投票権を有す

る代表議員の 8070パーセントを超える場合、その制定案は次回の直

接会合の同意議題において検討されるものとする。

規定審議会の前に、規定審議会で審議する立法案のための票の割合を80%から
70%に調整し、反対した投票が70%を超える場合、規定審議会で審議されないもの
とし、賛成した投票が70%を超える場合、同意議題において検討されるに変更する。

25-68 採択決議案への対応手続を改正する件 （ドイツ）

8.120.採択決議案
理事会は、決議審議会が終了してから1年6カ月以内に、採択決議案を
審議し、投票するものとする。理事会が特定の決議案の実施を否決し
た場合、その決定の理由を提供し、文書化するものとする。理事会は、
審議会によって採択された決議にかかわるすべての理事会の決定につ
いて、全ガバナーおよび全審議会議員に通知するものとする。

趣旨および効果
個々の決議案が決議審議会で採択されるまでには、非常に多くの検討、意見
交換、審議が行われる。投票権のある議員によって付託された案件を理事会
が検討する際に は、同様に弛まぬ努力を惜しまず、各採択決議案に対する
決定を審議会終了後6カ月以内に行うべきである。さらに、理事会が全ガバ
ナーおよびそれらの決議案の採択の際に票を投じた全審議会議員に通知する
のが適切である。

25-72 地区大会を毎年開催する要件を削除する件

提案者：RI理事会

15.040.1.開催時
ガバナーとクラブ過半数の会長の合意によって定める時と場所にお
いて、地区大会を毎年開催するものとすることができる。

地区大会を毎年開催する要件を削除することである。これにより、地区は
地区大会の開催が必要とされる場合、また必要とされる時に地区大会を
開催するという柔軟性が与えられる
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22-73 地区大会と地区立法案検討会での投票に関する投票規定の順序を改正する件

15.050.地区大会および地区立法案検討会での投票
15.050.1.投票に関する一般規定

大会または立法案検討会に出席しているすべての会員義務を果たしている会員は、
すべての案件について投票権を有するが、第15.050.3.項に記された場合を除く。

15.050.3. 大会または立法案検討会における以下の事項に関する投票は、選挙人のみに限
られる。

（a） ガバナーノミニーの選出
（b） 理事指名委員会の委員と補欠の選出
（c） ガバナー指名委員会の構成および職務権限
（d） 規定審議会と決議審議会の代表議員および補欠の選挙、ならびに
（e） 地区の1人当たりの賦課金の額

本立法案は、RI細則に定められている要件を変更するものではなく、これらの規定をより明確にし、
地区大会と立法案検討会における投票に関する規定をより分かりやすくすることを意図している。
地区大会および立法案検討会での投票においては、「出席しているクラブの瑕疵なき会員」は誰で
あれ投票するのが適切な状況においても選挙人が用いられ（第15.050.2.項）、それが、それらの
地区において一部のクラブの意見が反映されない一因となっているとも言える。

25-76 会長エレクト研修セミナーと地区研修・協議会の名称を改正する件

研修の文化から参加者中心のラーニングへと移行するため、会長エレ
クト研修セミナーを会長エレクト・ラーニングセミナーに、地区研修・協
議会をクラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナーに変更する。

会長エレクト研修セミナー （PETS）

会長エレクト・ラーニングセミナー

地区研修・協議会

クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー

名称を実際に変更するか否かについては、各地区の裁量に委ねられている

Training（研修） からLearning（学習）へ

Moving From Training To Learning

内容
重視の
研修

参加者
中心の
学習

Content-centered Training Participant-centered Learning

（2023年7月1日より実施）

Training 
研修

 

VS. 
 

Learning
学習（学び）

トレーニング（Training）とは

⚫トレーニングとは、情報や知識を与え
 ることです。

⚫特定の仕事を行う際に他人を訓練
  したり、または、実演を通じて技術
  を訓練したりします。

⚫トレーニングは、参加者に対して行わ
 れます。

Training 
研修

 

VS. 
 

Learning
学習（学び）

ラーニング(Learning)とは

⚫ラーニング(学習）とは、スキルや
 能力を向上させるために情報を吸収
 することです。

⚫学習方法の例としては、トピック
 について調べる、アイデアを議論
 する、スキルを練習するなどがあ
 ります。

⚫ラーニングとは、参加者が行うこと
 です。

カルチャー(Culture)と名称(Names)を変える

現在の名称 新しい名称
クラブトレーナー（クラブ研修リーダー）

Club Trainer

クラブ・ラーニングファシリテーター
 Club Learning Facilitator

地区トレーナー(地区研修リーダー）

District Trainer

地区ラーニングファシリテーター
District Learning Facilitator

地区研修委員会
District Training Committee 

地区ラーニング(研修）委員会
District Learning Committee

国際協議会研修リーダー
International Assembly Training Leader

国際協議会ラーニングファシリテーター
International Assembly Learning Facilitator

地域リーダー研修会（研究会）
Regional Leaders Training Institute 

地域リーダー研修会(行事）
Regional Leaders Learning Event

2023年7月1日より

カルチャー＊（Culture）とは：1つの社会が共有するすべての知識と価値観
all the knowledge and values shared by a society
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現在の名称Current Title 新しい名称 New Title 2023年7月1日より

Club Trainer

クラブ研修リーダー
Club Learning Facilitator

クラブ・ラーニングファシリテーター

District Trainer

地区研修リーダー
District Learning Facilitator

地区ラーニングファシリテーター

District Training Committee

地区研修委員会
District Learning Committee

地区ラーニング委員会

International Assembly Training Leader

国際協議会研修リーダー
International Assembly Learning Facilitator

国際協議会ラーニングファシリテーター

Regional Leaders Training Institute

地域リーダー研修会
Regional Leader Learning Event

地域リーダーラーニングイベント

Governor-elect training seminar (GETS)

ガバナーエレクト研修セミナー
Governor-elect learning seminar (GELS)

ガバナーエレクトラーニングセミナー

Governor-nominee training seminar (GNTS)

ガバナーノミニー研修セミナー
Governor-nominee learning seminar (GNLS)

ガバナーノミニーラーニングセミナー

GETS general trainer

GETS一般研修チームメンバー
GELS facilitator

GELSファシリテーター
GETS team leader

GETSチームリーダー
GELS team leader

GELSチームリーダー
International Assembly training facilitator

国際協議会研修ファシリテーター
Rotary International Learning Facilitator

RIラーニングファシリテーター

International Assembly seminar trainer

国際協議会セミナートレーナー
International Assembly seminar leader

国際協議会セミナーリーダー
Council triner

審議会トレーナー
Council on Legislation learning leader

規定審議会ラーニングリーダー
district team training seminar

地区チーム研修セミナー
district team learning seminar

地区チームラーニングセミナー

２０２８年規定審議会へ向けて

２０２８年規定委審議会へ向けての戦略

１.代表議員就任早々からの自主的勉強会・意見交換会の開催

２.標準RC定款の例外規定に関する提案はかなり難しい

例会・出席・会員身分などはマイクロマネジメント

３．RI定款とRI細則をターゲットにした制定案の作成

４．RIの管理運営への提案

（理事会・RI本部の管理体制、中央集権管理体制の変更など）

５．ロータリーの基本理念の議論をどう俎上に載せるか

（目的などはあまり議論にならない傾向）

６．日本の代表議員の協調体制が不可欠

大切なことは、、

国際ロータリーに日本の意見を
提案し続ける！

⚫ ３年に一度の規定審議会 （各地区最大５件）

⚫ RIの管理運営に対する提案

⚫ 毎年の決議審議会へも提案

⚫ RI理事会への請願書の提出

ご清聴ありがとうございました。 QUESTIONS
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参考資料

25-27 理事およびガバナー選挙手続における対抗方法を改正する件

提案者：RI理事会

第12条 ガバナーの指名と選挙
対抗候補者を支持するには、クラブは例会で決議を採択し、ガバナー
の定める期日までに、ガバナーに提出しなければならない。有効な対
立候補者は、以下のいずれかから支持を得る必要がある：
（a） 他の10 20のクラブ、もしくは
（b） クラブ総数の20 30パーセント

ガバナー選挙においては、指名委員会の選出に異議を申し立てることができるた
め、 選挙への不満、選挙運動、地区内の全般的な不満が生じる可能性がある。
本変更は、対抗候補者をあげるために必要な同意クラブの数を増やすものである。

RI理事と地区ガバナーの選出が指名委員会により行われた場合、その
選出に異議を唱えることができる基準を引き上げる。

25-39 理事会決定に対する提訴の手続きを改正する件

提案者：RI理事会

5.030.理事会の決定に対する提訴
理事会の決定は、理事会が定める規定の下、規定審議会の代表
議員に対してのみ提訴できる。いかなるクラブも、少なくとも
24 50の他クラブの同意を得て、理事会の決定後4カ月以内に書
面によって事務総長に提訴でき、しかも、同意しているクラブ
の少なくとも半数は、少なくとも二つの別の地区内のクラブで
なければならない、に変更する。

25-52 各クラブが最低10 人分の会費を支払うことを規定する件
（撤回 2024年10月）

提案者：RI理事会

18.030.1. 人頭分担金
各クラブは、各会員につき、次のように RIに人頭分担金を支払う。2022-
23年度には半年ごとに米貨35ドル50セント、2023-24年度には半年ごとに米
貨37ドル50セント、2024-25年度には半年ごとに米貨39ドル25セント、
2025-26年度とそれ以降には半年ごとに米貨41ドル。ただし、各クラブは
2025-26年度とそれ以降に半年ごとに RIに最低米貨410ドルを支払うものと
することを条件とする。人頭分担金は、規定審議会によって改正されるま
で変更されないものとする。

暫定的規定
2025年規定審議会で採択された修正案が、審議会制定案 25-52に従い、
2026年7月1日に有効になるものとする。

13-128 各クラブが支払う半期人頭分担金の最低額をなくす件

提案者：Kennington ロータリークラブ（英国、Greater London）

17.030.1. 人頭分担金

各クラブは、そのクラブの会員のおのおのにつき、次のように RIに人頭

分担金を支払うものとする。2010-11年度には半年ごとに米貨 25 ドル、

2011-2012年度には半年ごとに米貨25ドル50セント、2012-2013年度には半

年毎に米貨26ドル、2013-2014年度以降には半年ごとに米貨 26 ドル 50セ

ント。ただし、各クラブは半年ごとに、2010-11年度に米貨250ドル、

2011-2012年度に最低米貨255ドル、2012-2013年度に最低米貨260ドル、

2013-2014年度以降に最低米貨265ドルを RIに支払うものとする。人頭分

担金は、規定審議会によって改正されるまで変更されないものとする。

会員が10 名を下回るクラブに財務的な罰を課すべきではない。
10 という数は、クラブ会員数にかかわりのない個々のクラブの機能を無視し、規定審
議会によって恣意的に決定された数字である。

264：244

採択

人頭分担金最低額の推移

13-128 各クラブが支払う半期人頭分担金
の最低額をなくす件
（英国）

クラブの最低人頭分担金を廃止する R細則17.030 採択A
264：244

16-104 クラブが最低10名分の人頭分担
金を支払うことを規定する件
（RI理事会）

各クラブが最低 10名分の人頭分担金を
支払うよう規定するもの

R細則
17.030.

否決 R
233：276

22-49 最低10会員分の人頭分担金を支
払うことをクラブとローターア
クトクラブに義務付ける件
（インド）

クラブもしくはローターアクトクラブ
の会員数が10名に満たない場合は、仮
に会員数が10名である場合に支払うで
あろう金額と同額を支払う

R細則3.020.
R細則
18.030.3

否決 R
154：323

25-52 各クラブが最低10 人分の会費を
支払うことを規定する件
（RI理事会）

各クラブは 2025-26年度とそれ以降に
半年ごとに RIに最低米貨410ドルを支
払うものとすることを条件とし、クラ
ブの会員数が 10名未満である場合、そ
のクラブは10名の会員がいる場合と同
じ金額の追加の人頭分担金を支払う

R細則18.030 撤回
2024年
10月理事
会
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２６５０地区の成果
22-45 事務総長の任期を4 年と

し２期までに限る件
2640地区、2650地区
（日本）

事務総長の任期は２期８年を超
えてはならない

R
142：338

22-81 標準ロータリークラブ定
款に奉仕の理念を加える
件
2650地区（日本）

奉仕の理念とは人に対する善意
と思いやりの心を自己の生活全
般に適用し、行動することであ
るという奉仕理念の定義を新設
する。

R
176：301

22-93 事務総長の資格要件と報
酬上限を規定する件
2650地区（日本）

事務総長はガバナー経験者、あ
るいはそれに準ずる経験を持つ
か、理事会が認めた者とし、更
に、事務総長の年間報酬上限は
US$400,000以内とする。

R
135：336

22-85 出席報告の提出義務を撤
廃する件
2650地区、2790地区、
6780地区(米国)

事務総長への各クラブ出席報告
の提出義務を削除する

A
319：162

地区名 提出件数 採択件数
2680  4（1） 1
2840  4（2） 1
2650  4（2） 1 (1)
2660  3                  0
2730  3 0     
2790  3（2） 2 (1)
2570  2              0
2760  2              0
2780  2              2
2580  1               1
2590  1（1） 0
2640  1（1） 0
2740 1（1） 0 
１３地区 26件 7（重複除く）

１勝３敗 ２５％

採択されなかったが、
注目すべき日本からの提案

制定案 25-03 クラブ会長以外のクラブ役員の選挙または選出
について規定する件 2660地区

第7条 会合
第2節 — 年次総会。
(a)役員を選挙または選出するため、、、、、
第11条 理事および役員および委員会
第5節 — 役員の選挙または選出。

趣旨および効果
クラブ役員の選出方法は、クラブによってさまざまな形があるが、「選
挙」で選ばれる場合は少数で、会長や指名委員会などによって「任命」ま
たは「選出」されることが大多数であると考える。よって、上記の通り、
「選挙」という言葉を、より一般的に使われる「選出 」という言葉で
補うよう提案することは適切である。 尚、「選出」という言葉は、
「選挙での選出」を含むものであり、「選挙」を否定するものではない。

制定案 25-04 クラブ理事をクラブ理事会の役員と規定する件 2820地区

第１１条理事および役員および委員会
第４節— 役員。
クラブの役員は、会長、直前会長、会長エレクト、幹事、会計とし、１名または
数名の副会長も役員に含めることができ、これら全員を理事会メンバーと
する。また、会場監督および理事もクラブ役員であるが、細則が定める場合、
共に理事会の７メンバーとすることができる。

趣旨および効果

クラブ役員の役割や責務についての細かな規定はあるものの、クラブ理事に
関するガイダンスは比較的少ない。それにより、理事の身分や選挙過程に恣
意的な運用がなされる危険がある。

制定案25-63 世界的な流行病もしくは災害があった場合に、規定
審議会を延期することを規定する件 2580地区

第9条 規定審議会
第3節 ― 緊急事態および予期せぬ事態。
理事会は、世界的に流行病若しくは災害が発生したときは、規定審議会の開催を１年
延期することができる。
9.040.代表議員の任期
(中略）
世界的流行病もしくは災害によって規定審議会の延期が必要となった場合、代表議員
の任期は延長されるものとする。

趣旨および効果
審議会は、通信機器を通さず直接対面式で行われることが極めて有益であるから、
規定審議会はオンラインではなく直接会合のみで開催されるようにすべきである。
今後、全世界的な流行病が発生したり、若しくは広範囲な災害が発生したりしたよう
な状況で、直接会合の開催が困難である場合は、理事会は規定審議会の開催を1年延期
することができるものとする。

同様の趣旨の提案 制定案25-62 規定審議会の
開催規定を改正する件(ドイツ）

制定案 25-59 代表議員としての審議会出席を各ロータリアン
につき2 回以内と規定する件 2680地区

9.040.代表議員の任期
代表議員の任期は、選出された年度の翌年度の ７月１日に始ま
る。各代表議員は、３年間、または後任者が選出、証明されるま
で任期を務めるものとする。ただし、いかなるロータリアンも、
代表議員として規定審議会に ２回を超えて出席しないものとす
る。

趣旨および効果
代表議員の再任は一期３年までに限るという規定を設けることで、
地区内のより多くのパストガバナーが、RIの組織規定や審議会に
おけるクラブ／地区の代表といった審議会関連の議題について、
クラブと積極的に関わることができるようになると思われる。
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代表議員の任期のに関する過去の経緯

⚫2010年 代表議員は3回を超えて出席できない(メキシコ）

⚫2016年 理事会提案で、代表議員の任期(下記）が新設され、任期は、選出された
年度の翌年度の ７月１日に始まるものとする。各代表議員は、３年間、または後
任者が選出、証明されるまで在任するとなり、事実上、３回迄の任期制限は削除。

⚫同時に、メキシコからの、『２回を超えて規定審議会に出席してはならない件』
が無期延期。この審議経過では、地区に明確に説明する上で、決議審議会を毎年
開催を前提にすると曖昧になるので、それが明確になるまで無期保留をして戴き
たいとの理由で無期延期が採択。

2016年の規定審議会で下記の規定が新設
9.040.代表議員の任期
各代表議員の任期は、選出された年度の翌年度の７月１日に始まるものとする。
各代表議員は、３年間、または後任者が選出、証明されるまで在任するものとする。

制定案25-64 規定審議会審議記録の公表を規定する件 2840地区

7.070.立法案の審査

7.070.7.規定審議会審議記録の公表

各規定審議会は、規定審議会終了後６カ月以内に、規定審議会の審議

記録を英語でRIウェブサイト上に公開するものとする。

趣旨および効果

当日審議会会場において代表議員間でどのように賛成・反対の議論が

交わされ決定に至ったのか、その審議プロセスは把握することにより、

代表議員は過去の規定審議会の議論の経緯を把握できるし、規定審議

会に提案する立法案および実際の規定審議会における審議の質的向上

が期待できる。

制定案 25-65 採択された制定案の発効日を改正する件 2790地区

9.150.7.審議会採択の発効日
審議会による立法案または決議案の採択は、本細則第9.150.3.項の下に
反対により一8 時保留とされない限り、審議会が閉会開催された直後年
の2年後の7月1日に効力を9 生じる。但し、理事会が緊急性且つ重要と
判断した場合はその限りではない。

趣旨および効果
規定審議会によって採択された組織規程文書への改定は、同じ暦年の
７月１日に発効となるため、これらのリーダーは年度が始まってから
運営上の方針を更新せざるを得ない可能性が生じる。
審議会決定の発効日を翌暦年の7月1日とすることで、これらの役員エレ
クトは就任前に、計画への変更を組み込むことができ、意図したとおり
に運営方針を遂行できる。

制定案25-66 地区による決議審議会への決議案の提案・承認は5件
までと定める件 2780地区

8.040.クラブおよび地区提出の決議案の承認
(中略）
地区は、1回の決議審議会につき５件を超える決議案を提出もしくは
承認すべきではない。

趣旨および効果
節により、制定案については、地区による提出もしくは 承認が５件
までに制限されている。ところが決議案については、制限の明確な
規定がない。このままでは地区による提出、承認の数に多くの差が生
じる可能性がある。

制定案 25-67 欠陥のある決議案の二つの理由を削除する件 2840地区

8.070.2.欠陥のある決議案
次の場合、決議案は欠陥があると見なされる。
(a) 組織規定の文言と精神に抵触する行為もしくは意見表示を要請する場合。
(b) 理事会またはTRF管理委員会の裁量の範囲内にある運営または管理にかか
わる行為を要請する場合。
(c) 理事会またはTRF管理委員会によって既に実施されている行為を要請する
場合。
(d)(b) RIのプログラムの範囲内にない場合。

趣旨および効果
現行規定の(b)項の「裁量の範囲」と(c)項「すでに実施されている行為」は、
基準としていずれも明確性に欠けている。これらを理由に「欠陥のある」と見
なされた場合、RIの運営に関する多くの重要な提案が検討されず、ロータリア
ンはこれらの問題を討議しないこととなる。改善の必要性を認めれば、クラブ
や地区も決議案の形で意見を表明できるよう配慮すべきである

制定案 25-75 地区賦課金の額を決定する投票手続を改正する件
2790地区

12.080.2.地区賦課金の承認
地区資金を調達するために、地区内の会員に対して賦課金を割り当てるもの
とする。賦課金の額は、次のいずれかによって決定するものとする。
a）大会に出席し投票する選挙人が持つ票の総数の過半数
b）研修・協議会またはPETSでの（本細則第15.050.1.項に従い）次期クラブ
会長が持つ票の総数の4分の3の承認。標準クラブ定款第11条第5節(c)におい
て指定された代理を含む。

趣旨および効果
現行の細則では、少なくとも1票を投ずる権利が全クラブに与えられている。
しかし、クラブによっては会員数に大きな隔たりがあり、全クラブ１票の場
合は会員一人の権利に大きな格差が生じる。よって選挙人及び次期クラブ会
長が保有する決議票数は、ほかの地区決議と同様に会員数を勘案して票数を
算出するべきである。
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制定案 25-78 クラブ奉仕をより良く定義するために第一の奉仕部門を
改定する件 2800地区

第６条 五大奉仕部門
ロータリーの五大奉仕部門は、本ロータリークラブの活動の哲学的および実際
的な規準である。
1. 奉仕の第一部門であるクラブ奉仕は、本クラブの機能を充実させる目的を

達成するために、クラブ内で会員が取るべき行動取るべき会員の親睦と高
潔性に満ちた積極的な行動、およびクラブリーダーによる多様性、公平さ、
インクルージョンに基づいたクラブ管理運営に関わるものである。

趣旨および効果
「本クラブの機能を充実させる」という曖昧な言葉であり、これを「本クラブ
の目的を達成する」とすることでより良く表すことができる。さらに、クラブ
奉仕は、会員の義務とクラブの義務の二つの原則から成っていることを意味す
るため、ロータリーの基本理念を使ってこの言葉の二重の意味が適切に伝えら
れれば、クラブ奉仕の定義がより簡単に理解される。

制定案 25-79 メンタルヘルスの問題を抱える人々への支援を
含めて奉仕の第三部門を改定する件 2730地区

第６条 五大奉仕部門
(中略）
3. 奉仕の第三部門である社会奉仕は、地域社会における積極的平和を目指すこと
により、クラブの所在地域または行政区域内に居住する人々の生活の質を高めるた
めにつつ、メンタルヘルスの問題を抱える人々に対する社会の偏見をなくし、それ
に対する支援を行うために、時には他と協力しながら、会員が行うさまざまな取り
組みから成るものである。

趣旨および効果
ゴードン・マッキナリー会長が最近、メンタルヘルス改善のイニシアチブをロータ
リーで導入したことは、これがさらなる行動と取り組みの出発点になるという希望
を生み出すものである。メンタルヘルスを支援することの重要性を明示し、この問
題に支援の手を差し伸べる人々の勇気を完全に認めることにより、国際社会で人が
幸福に生きるために欠かせないプロジェクトにつながると同時に、ロータリーの公
共イメージにも好ましい影響を与える。

制定案 25-80 奉仕部門を改定する件 2580地区

第６条 五三大奉仕部門
 ロータリーの五三大奉仕部門は、本ロータリークラブの活動の哲学的および実際的
な規準である。
2. 奉仕の第二部門である職業奉仕は、会員の役割には 、ロータリーの理念に従っ
て自分自身を律し、事業を行うこと、そして自己の職業上の手腕を社会の問題や
ニーズに役立てるために、クラブが開発したプロジェクトに応えることが含まれる。
3. 奉仕の第三部門である社会奉仕は、地域社会や国際間における積極的平和を目指
すことにより、クラブの所在地域または行政区域内に居住する人々の生活の質を高
めるために、青少年や社会の諸問題に対し、時には他と協力しながら、会員が行う
さまざまな取り組みから成るものである。
4.5.は削除

趣旨および効果
奉仕部門は元々三つの大きな道（方法）で規定されていたものに、ロータリーの地
域的拡大に伴い国際奉仕が加わったものだった。ロータリアンの奉仕活動から国際
奉仕や青少年奉仕を削減しようするものではなく、変貌する社会に対し、より多様、

包括的、柔軟に対応できるよう規定を更新するものである。

制定案25-81 ロータリーの目的を改正する件 2790地区

第３条 目的
ロータリーの目的は、意義ある事業活動の基礎として奉仕の理念を奨励し、
これを育むことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある

趣旨および効果
ロータリーの目的にある「事業（enterprise）」という言葉は、やや曖昧な

言葉であるため、長年にわたってロータリアンによってさまざまな解釈が
なされてきた。対して、国際協議会会場に掲げられた標語「Join Leaders, 

Exchange Ideas, Take Action（リーダーのネットワークへ、アイデアを広げ
る、行動する）」は、ロータリーの目的達成の基本は行動（activities）に
あるというこの語の意味をより明確に伝えている。よって本制定案は、
上記の通り「事業（enterprise）」を「活動（activities）」に変更すること
で、活動を適切な規定に位置づけようとするものである。

制定案25-82 ロータリーの目的を改正する件 2790地区

第３条 目的

第４ 奉仕の理念で結ばれた職業人ローリアンおよびロータリーファミ
リーが、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和を

推進すること。

趣旨および効果

現在、ロータリー会員には、ロータリアンだけでなく、大学や大学院に
通う多くのローターアクターや、その他多くの職業人ではない人が含ま
れる。 従って、RI がこれらの人びとをロータリーファミリーの完全な
会員として正式に認め、ロータリー活動への参加がもはや職業的背景を
持つ人びとに限定されないことを確認することは、適切なことである。

制定案 25-83 クラブ例会の開始時刻と終了時刻を規定する件 2680地区

第７条 会合
第 1節 — 例会。
(a)日および時間。本クラブは、細則に定められた日および時間に、の

開始時刻から終了時刻まで、定期の週の会合を開くものとする。

趣旨および効果
多くのクラブが例会の開始時刻を細則に記載し、終了時刻は正式に記載
しないという慣行と相反するものであり、結果的に実際の所要時間が不
明確となっている。
この問題を解決するため、クラブ例会の開始時刻と終了時刻を明記する
よう第 7条第118 節(a)を改正することを提案する。
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制定案25-84 例会取消の頻度を改正する件 2660地区

第７条 会合
第１節 — 例会。
(d) 取消。例会日が以下にあたる場合、理事会は、例会を取りやめることができる。
(1) 祝日にあたる場合、またはその週に祝日が含まれる場合
(2) 会員の葬儀の場合
(3) 全地域社会にわたる流行病もしくは災害が発生した場合、または
(4) 地域社会での武力紛争がある場合
理事会は、上記(1)の理由により、およびここに列記されていない理由であっても、
１年に４回まで例会を取りやめることができるが、３回を超えて続けて例会を取り
やめてはならない。例会が上記(2)、(3)、(4)の理由で取り消される場合、前述の
規定を当てはめないものとする。

趣旨および効果
COVID-19のような不測の例会中止の場合、このような規定を順守することは不可能で
ある。不測の事態による例会取消に対して、より実際的かつ現実的な方法で対処で
きるように改正する。

制定案25-85 メークアップ期間を改正する件 2780地区

第１０条 出席
第１節 — 一般規定
(d) 次のような方法で同じ年度または翌年度最初の２週間以内に欠席を
メークアップする。

趣旨および効果
2016年規定審議会でメークアップ期間が、欠席前後の２週間から、例会
が行われた年度内へと延長された。しかし、ロータリー年度末の例会に
出席できなかった場合は、現行の規定上その会員はメークアップの期間
がなく、出席できなかった例会は記録上「欠席」となってしまうため、
さらに翌年度に２週間のメークアップ期間を設けるもの。

制定案 25-86 連続欠席による終結の手続きを改正する件 2780地区

第１３条 会員身分の存続
第４節 — 終結 — 欠席。
(b) 連続欠席。理事会が正当かつ十分な理由があると認めない限り、
または第 10条第４節もしくは第５節に従う場合を除き、連続４回
２カ月連続で例会に出席せず、またその間に一度もメークアップも
していない場合、その欠席がクラブ会員身分の終結を要請している
と考えることができる。

趣旨および効果
2016年規定審議会で、例会開催は最低月２回の例会となったが、会員
身分の終結条件として連続４回例会に欠席と規定されており、例会開
催の回数によってクラブ間で不公平が生じる。そのため、回数ではな
く、期間を会員身分終結の基準とすべきである。

採択されなかったが
注目すべき

海外からの提案

制定案 25-08 新クラブの加盟金を廃止する件 （RIBI)

2.010. RIへの加盟申請

RIに加盟するには、クラブまたはローターアクトクラブが理事会に対

して加盟申請をする。加盟申請書には、理事会が定める加盟金を添付

するものとする。加盟は、理事会が承認した時点で有効となる。

趣旨および効果
ロータリークラブに入会する際、新会員は、RI、グレートブリテンおよびアイル
ランドの国際ロータリー（英国）、地区、クラブに会費を払う義務がある。追加
の会費は一切ない。
新クラブの創立会員として入会する場合は、既存のクラブに入会する会員と同じ
会費に加え、クラブの結成一人当たりの追加費用を支払うことになる。
これは、新クラブの結成や、新クラブに入会しようとする人びとにとって阻害要
因となり、また「みんなに公平か」という点において、ロータリーの四つのテス
トに確実に違反している。

制定案25-10 新クラブの結成を援助するロータリアンの二重会員身分を
認める件 (米国）

RI定款第10条 会費

各クラブおよびローターアクトクラブは年に2回、あるいは理事会により定められた

ほかの期日に、RIに人頭分担金を納付するものとする。二重会員である会員の人頭分

担金は、当該会員の主要なクラブが支払うものとする。

RI細則2.010.1. 新クラブ

二重会員である創立会員は、新クラブの加盟に必要な創立会員の数に算入されない。

15.060.3. 地区の1人当たりの賦課金

地区の1人当たりの賦課金の支払は、地区内全クラブの義務である。二重会員である

会員の地区の1人当たりの賦課金は、当該会員の主要なクラブが支払うものとする。

上記他、多数の規定の変更

趣旨および効果

本制定案は、新クラブの結成に直接関与しているロータリー会員の二重正会員としての身
分を認めるものである。
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制定案 25-11  ローターアクターの年齢制限を定める件 （インド）

第４条 会員
第３節 — ローターアクトクラブの構成。
ローターアクトクラブの構成は、理事会が定めるものとする。
ローターアクトクラブは40歳以下の若い成人により構成されるものと
する。

趣旨および効果
本制定案は、ローターアクトクラブ会員の年齢に40歳の上限を設けることを
目的としている。
40歳という上限を設けることで、若い成人たちが求め、分かち合う魅力的な
経験が、ローターアクトクラブに復活するであろう。

制定案 25-12   ローターアクターの年齢制限を定める件 （インド）

第４条 会員

第３節 ローターアクトクラブの構成。

ローターアクトクラブの構成は、理事会が定めるものとする。

ローターアクトクラブは、18～25歳の若い成人により構成されるもの

とする。

趣旨および効果
RIの成長は、ロータリーのプログラムであるインターアクトおよびローターアクト
に設けられた年齢制限に直接関係している。インターアクターはローターアクター
候補者であり、ローターアクターはロータリアン候補者である。しかし、現在にお
ける年齢制限はロータリーの成長に貢献するものではない。
現代は急速なペースで技術が進歩する世界であり、若者たちの成長も急速であるた
め、インターアクトプログラムへの入会最低年齢を12歳から11歳に引き下げ、ロー
タリーが「若者を捕まえる」ことができるようにすべきである。

制定案 25-18 理事の資格要件を改正する件 (オーストリア）

5.080.理事の任期と資格条件
5.080.2.資格要件
候補者は、理事として推薦される以前にガバナーとして全任期を務め
た者でなければならない（理事会がこれより短い在職でも十分である
と認めた場合を除く）。また、候補者がガバナーを務めてから少なく
とも3年が経過していなければならない。

趣旨および効果
現在、ガバナーとしての任期後、少なくとも3年が経過していなければ、
理事の候補者となることはできない。この要件を廃止すれば、より若
く、より事情に精通し、よりやる気がある候補者が理事に選出される
であろう。

制定案 25-24 会長の資格条件を改定する件 (スイス）

6.050.2. 会長
RI会長候補者は、会長職に指名される前にRI理事として任期の全期を
務めた者であるものとする。ただし、全期に足りない在職であっても、
理事会がこの規定の趣旨に照らして差し支えないものと認めた場合、
または過去3年以内の、ガバナーおよび第10 17.010.節(a)から(g)ま
でに挙げられているRI委員会委員としての在職がこの規定の趣旨に照
らして差し支えないものと認めた場合を除く。

趣旨および効果
本制定案は、RI会長の資格要件をRI内のほかの重要な役職も含むよう
に拡大することで、指名に値する有能なロータリアンの層を厚くする
ことを目指すものである。

制定案 25-25 会長ノミニーの選出規定を改正する件 (ブラジル）

10.050.1.最適任のロータリアン
委員会は、会合を開き、会長を務める意思があることを表明した元理事
のリストの中から、居住国にかかわらず、最適任のロータリアンを指名
するものとする。ただし、委員会は同じ居住国からの候補者を2年連続
で会長、会長エレクト、または直前会長と居住国を同じくする候補者を
指名しないものとする。

趣旨および効果
地域、国、文化、言語、ならびに世界観の交代はロータリーにおける多
様性の豊かさを反映するものであり、欠かすことができない。ロータ
リーの方針はこのような価値観を反映すべきであり、ロータリーのリー
ダーが世界各地域を巡って選出されるようにすると同時に、同じ地域や
国から引き続き会長候補が出ることを制限するべきである。

制定案 25-26 会長候補者が対面式の面接を行うものとすることを規定する件
(ブラジル）

第10条 会長の指名と選挙
10.050.2. 委員会会合
委員会は、8月15日までに、理事会の定める時と場所、および方法で開
かれるものとする。すべての候補者は、理事会が定めた手続に従って、
委員会による対面式の面接の機会が与えられるものとする。

趣旨および効果
本制定案が採択されれば、RI会長候補者に対する対面式の面接が正式
に復活することになる。
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制定案 25-33 雑誌購読を任意とする件 (ブラジル）

21.020.1. 購読義務
各会員は、会員籍にある限り、機関雑誌、または理事会により当該クラブに対して承
認されたロータリー雑誌の有料購読者となるの購読を選択できるものとする。同じ住
所に住む二人のロータリアンは、機関雑誌を合同で購読できる。各機関誌の購読料
は、すべて理事会がこれを定めるものとする。クラブは、購読料を徴収し、RIに送金す
るものとする。各会員購読者は、印刷版か電子版（利用できる場合）のどちらかを選
択できる。 (他に標準RC定款の変更）

趣旨および効果
RIは、長きにわたってブログ、Eニュースレター、ソーシャルメディアといったデジ
タルチャネルをコミュニケーションのために使用しており、現在は RIウェブサイト
を通じて情報を発信している。その結果として、雑誌に掲載される内容の多くは、
既にデジタルフォーマットで提供されているものと似ており、このためロータリー
の購読者に対する魅力が大きく損なわれている。さらに、RIは最近、七つ目の重点
分野である環境を追加した。『Rotary』誌と関連雑誌の印刷部数を減らすことで、
紙使用による環境への悪影響が軽減される。

制定案 25-38 RI理事会会合での投票の要件を改正する件 (ブラジル）

5.060. 理事会の会合

5.060.2. 定足数

RI定款または細則がより多くの投票を義務づける場合を除き、理事会
メンバーの過半数を定足数とする。

5.060.3. 理事会の決定

RI定款または細則がより多くの投票を義務づける場合を除き、理事会
のいかなる決定も、出席し投票した人の3分の2の投票によるものでな
ければならない。

趣旨および効果
本制定案は、あらゆる決定に義務づけられる投票を3分の2の多数決に
変更することにより、RI細則5.060.節を改正するものである。

制定案 25-55 ロータリーの年次報告で提供する情報について
改正する件 (ブラジル）

18.080. 報告

会計年度終了後の 12月 31日までに、事務総長は、監査済みの財務諸表なら

びに添付の注記と付属明細表（ある場合）、さらに年次報告を RIウェブサイ

トで公表するものとする。事務総長はまた、会長、会長室、会長エレクト、

会長ノミニー、各理事に支弁されたすべての経費、ならびに会長、会長室、

会長エレクト、会長ノミニー、各理事ならびに理事エレクトの代わりに支払

われたすべての経費を、役職ごとに報告するものとする。100万米ドルを超え

る各経費には、受領者を含む内訳のリスト、およびその経費と関連するすべ

ての支払いまたは取引の詳細かつ正当な予算理由を含めるものとする。

趣旨および効果

この制定案の目的は、帳簿ならびに完全かつわかりやすい報告を含め、経費のより

詳細な会計を提示することで、発行される RIの財務報告書を明確にするための策を

導入することである。

制定案 25-61 規定審議会の開催頻度を改正する件 （アルゼンチン）

第9条 規定審議会

第2節 ― 時期および場所。

規定審議会は、3 5年に 1度、4月、5月、6月のいずれかの月、

できれば4月に招集されるものとする。

趣旨および効果
本制定案は、審議会の開催頻度を 3年から5年間隔へと変更することに
より、規定審議会の改善を目指すものである。現在の間隔では、RIの
組織規程の改正は効果的ではなく、実行がより困難なものとな時には
卓越した方針の決定に至ることもあるものの、規定審議会で採択され
る制定案は通常、ロータリーの組織体としてのあり方にほとんど、ま
たは全くインパクトをもたらしていないと理解されている。規定審議
会が検討する多くの問題は実際、決議審議会および／またはRI理事会
に対して提案される方がふさわしい場合がある。

制定案 25-69 地区がクラブ会員を対象とした調査を定期的に実施し、
ロータリーの未来について討議することを規定する件（フランス）

第16条 ガバナー
16.030.ガバナーの任務
理事会の一般的な指揮、監督の下に職務を行うRIの役員である。ガバナーは、地区
内のクラブを啓発し、意欲を与えるものとする。ガバナーは、元、現任、次期地区
リーダーと協力して、地区内における継続性を確保するものとする。
(中略）
(p) 地区内クラブを対象とした調査を定期的に実施し、将来の方向性について会員
と議論すること。

趣旨および効果
RIは毎年、会員を対象とした調査を実施しており、それらの調査の結果は一環して、
ロータリアンとローターアクターがクラブの活動を大切にしていることが分かって
いる。クラブは常に会員に耳を傾けなければならない。ゾーンと地区も同様な義務
を有する。会員に耳を傾け、地区の将来の方向性を決める議論に会員が参加できる
ようにしなければならない。

制定案25-74 会員数13名未満のクラブはいかなる選挙人による投票
にも参加できないと規定する件 (インド）

15.050.地区大会および地区立法案検討会での投票
15.050.1.選挙人
会員数が13名以上のクラブは少なくとも1名の選挙人を選び、その地区の大会および立法案検討会
（開催される場合）への選挙人として証するものとする。会員数が13名に満たないクラブは、選挙
人を有する権利がないものとする。

趣旨および効果
RI細則に規定されている通り、新クラブの創立には少なくとも20名の創立会員が必要とされる。しかし、多く
の場合、クラブの結成後まもなく会員数が5名、またはもっと少数にまで急減する。このことは、このようなク
ラブを結成した本来の動機に重大な疑念を抱かせる。このようなクラブが結成された背景を疑問視する人がい
るかもしれない。実際、多くのクラブは、地区が実施する特定の選挙に票を集めるための手段としてのみ作ら
れているようである。このようなクラブは、会員数がわずかであるため、ロータリーの五つの奉仕部門と七つ
の重点分野において十分な成果を上げることができない。 このような状況に対処するため、地区内での選挙人
による投票では、会員数が13名以上のクラブのみが投票できるものとし、会員数が13名未満のクラブは投票に
参加できないものとするよう提案する。この理論は、RI細則に、会員数が25名を超えるクラブは、25名ごとに1
名、またその端数が13名以上であればさらに1名の選挙人を選ぶ権利があると記されていることからも十分に裏
付けられる。
無能な候補者がこのような手段を使い、より有能な対立候補に勝利することは知られている。例えば、3名ずつ
のクラブが10クラブ、つまり合計30名の場合、現在10票を獲得できるが、37名のクラブは1票しか獲得できない。
このようなクラブは、会員増強、ロータリー財団、ロータリーの全体的な公共イメージに悪影響を及ぼす。
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制定案25-77  会長エレクトの代替研修について規定する件 （インド）

15.020.会長エレクト研修セミナー（PETS）

理事会が決定した通り、地区内の会長エレクトを指導し、研修を行うた
めに、地区（または多地区合同）PETSは、毎年、なるべく 2月または 3
月に開くものとする。ガバナーエレクトが、PETSを計画、実施、指揮、
監督するものとする。ガバナーエレクトはまた、PETSに出席できないク
ラブ会長エレクトのために、必要に応じて代替研修を調整するものとす
る。

15.030.地区研修・協議会

(中略）

ガバナーエレクトはまた、地区研修・協議会に出席できないクラブ会長
エレクトのために、必要に応じて代替研修を調整するものとする。

(他に標準RC定款も同様の変更）

趣旨および効果
クラブ会長エレクトが、すべての研修を完了したにもかかわらず、任期開
始時またはその直前に退任を余儀なくされることはよくある。その場合、
クラブ理事会はほかの会員と面接し、その会員が代わりに会長の任務を
務められるかどうかを確認しなければならないが、その時点では、もはや
その役職のために利用できる研修はない。研修行事が終了後は、クラブ
の代表者を派遣できない。そこで、ガバナーエレクトが地区ラーニング
ファシリテーターと協力し、また追加のラーニングファシリテーターを任命
し、この目的のために特別に指定された研修を調整するものとすることを
提案する。このような研修は、当初の研修を欠席したが、任務の継続を
希望する会長エレクトにも提供することができ、必要があれば複数のクラ
ブの対して手配することもできる。この重要な補足的活動は、すべての会
長エレクトが就任前に研修を受けられるよう支援するクラブ・地区双方に
よる努力を支援するものである。

ロータリーとライオンズ組織について

シカゴ郊外、マウントホープ墓地。ここにロータリーの創始者 ポール・ハリスと
ライオンズクラブの創始者 メルビン・ジョーンズが眠っている。

国際ロータリーの職員数

ロータリーはエバンストン本部が約600名。

世界各地に６つの国際事務局とRIBI [合計7]
（東京、シドニー、ニューデリー、サンパウロ、ソウル、
チューリッヒ）、そしてグレートブリテン及びアイルランド（RIBI）

を含めて合計約800名。

2017年12月ブエノスアイレス閉鎖。

ライオンズ 約 225 名の職員
国際本部（Oak Brook, Illinois）および３つの地域
事務局（インド、日本、韓国）

国際ロータリーとライオンズクラブ国際協会

国際ロータリー
２０２０年６月末 会員数１１７万４８９０人   ３６,１５９クラブ

ロータリー財団（TＲＦ）1917年財団創設

２０１９年末 純資産 ＄1,150,275,000
TRFの収入合計 360,516,000 米ドル

ライオンズクラブ国際協会
２０２０年７月末 会員数１３５万４４２７人 ４８,５８９クラブ

ライオンズクラブ国際財団（LCIF）1968年財団創設

２０１９年末 純資産 ＄318,889,749
LCIFの収入合計 68,744，887米ドル

エバンストン 国際ロータリー本部 ２００５年６月（刀根撮影）
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1987年、ロータリーは
エバンストンのシャー
マン通りにあるビルを
Baxter Travenol 
Laboratories社から購
入しました。
現在「ワン・ロータリー・
センター One Rotary 

Center 」として知られる
このビルは、国際ロー
タリーの世界本部とし
て年間2千人を超える
訪問者を迎えています。

国際ロータリー本部 ワン・ロータリー・センター
ライオンズクラブ国際協会世界本部 Lions International Headquarters

米国 イリノイ州 オーク

ブルック（Oak Brook）にあ

る国際本部事務局、およ

びインド、日本、

韓国の３つの地域事務所

（約225名の職員）で

ライオンズクラブ国際協

会のすべてのグループ/

地域の管理を行っていま

す。【人口7,883人】

ライオンズクラブ国際協会本部付近

オークブルック

ライオンズ国際協会本部

国際ロータリー本部

O'Hare Airport
オヘア空港

ミシガン湖

国際事務局とRIBI

国際ロータリー本部は米国イリノイ州エバンストンに所在しています。

そのほか、世界各地に6つの国際事務局があります。

① ブラジル事務局 サンパウロ

② ヨーロッパ／アフリカ事務局 チューリッヒ

③ 日本事務局 東京 三田国際ビル24F

④ 韓国事務局 ソウル

⑤ 南アジア事務局 ニューデリー

⑥ 南太平洋およびフィリピン事務局 パラマタ（ｼﾄﾞﾆｰ）

グレートブリテンおよびアイルランド（RIBI）

Alcester, Warwickshire オルスター、ウォリックシャー ロンドン

2024-25年度RI事務局

エグゼクティブスタッフ・シニアスタッフ
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事務総長General Secretary （国際ロータリーとロータリー財団の事務総長）

John Hewko ジョン・ヒューコ
Kyiv ロータリークラブ所属マルガリータ夫人とともにエバンストンに在住。
学歴：
ハーバード大学法学部卒業。
オックスフォード大学で近代史の修士号（マーシャル奨学生として留学）、
ニューヨークにあるハミルトン大学で政府／ソビエト研究の学士号を取得。
経歴：
1989年 ベーカー・アンド・マッケンジー法律事務所入所

同法律事務所のモスクワ支部の開設のために採用（国際パートナー）
1992年 キエフ事務所を開設

キエフロータリークラブ チャーターメンバー (キエフ初) （1992年創設 27名）
2004～2009年 ミレニアムチャレンジ公社（MCC）の副社長
世界最貧国への対外援助を行うために2004年に設立された米国政府機関。米国の主要交
渉人として、アフリカ、アジア、南米、中東、旧ソビエト連邦の26カ国との海外支援協定を担
当として活躍。

2011年 国際ロータリー事務総長に就任

事務総長
General Secretary 
（国際ロータリーとロータ
リー財団の事務総長）

• John Hewko
ジョン・ヒューコ

• Kyiv ロータリークラブ所
属マルガリータ夫人とともに
エバンストンに在住。

• ハーバード大学法学部卒
業。オックスフォード大学で
近代史の修士号、

• ニューヨークにあるハミル
トン大学で政府／ソビエト研
究の学士号を取得。

• 2011年 国際ロータリー
事務総長に就任

事務総長

• 国際ロータリーが誕生し、事務総長が置かれた時、

事務総長は業務を執行するRIの常勤役員

（the active managing officer of Rotary International）

• 1995年から最高管理役員

（the chief administrative officer of RI）

• 2010年から最高執行責任者

（the chief operating officer of RI）

• 2019年の規定審議会 最高経営責任者

（ RI’s chief executive officer） CEO
提案者：第5190地区（米国）

Congratulations

確定申告書記載の報酬

2022-23年度

役 職 氏 名 報酬総額 RI TRF その他 日本円

事務総長 ジョン・ヒューコ $666,758 $379,387 $222,814 $64,557 ¥106,681,280 

副事務総長 ミシェル・バーグ $425,463 $222,019 $130,392 $73,052 ¥68,074,080 

GM 最高コミュニケーション責任者 デイビッド・アレキサンダー $336,950 $226,921 $40,045 $69,984 ¥53,912,000 

9名 最高プログラム・会員サービス責任者 ジム・バーンズ(退職） $350,991 $222,530 $66,470 $61,991 ¥56,158,560 

最高財務責任者 ジュリー・バーク $380,887 $151,780 $157,975 $71,132 ¥60,941,920 

最高情報責任者 ポール・ハイズマン $330,356 $150,273 $122,951 $57,132 ¥52,856,960 

グローバル・ピープル＆タレント(旧人事部)主任 クリストファー・ニューバウアー $305,977 $145,488 $119,036 $41,453 ¥48,956,320 

法務顧問 スティーブン・ラウトバーグ $312,153 $205,904 $48,299 $57,950 ¥49,944,480 

フィランソロピー部門最高責任者 エリック・シュメリング $314,505 $0 $254,485 $60,020 ¥50,320,800 

最高戦略責任者 トム・ソーフィンソン(退職） $303,920 $163,724 $92,095 $48,101 ¥48,627,200 

最高参加体験責任者 ノラ・ゼイ $247,882 $177,534 $39,297 $31,051 ¥39,661,120 

最高プログラム・エンゲージメント責任者 サラ・クロフォード

投資役員 投資役員 ジョナサン・サウス $250,883 $13,546 $179,965 $57,372 ¥40,141,280 

2名 投資役員 ミッシェル・パトック $240,888 $14,953 $198,215 $27,720 ¥38,542,080 

RIエグゼクティブスタッフの報酬 2022-23年度

LCI エグゼクティブスタッフの報酬 2022-23年度 1ドル 150円

役職 氏名 報酬総額 LCI LCIF その他 日本円

事務総長 Executive Administrator Sanjeev Ahuja $322,794 $278,250 $0 $44,544 ¥48,419,100 

GM Chief of Finance and Treasurer Catherine M. Rizzo $265,803 $233,267 $0 $32,536 ¥39,870,450 

Secretary David Kingsbury $217,898 $176,494 $0 $41,404 ¥32,684,700 

Chief of Technology Susan Ben $255,579 $223,505 $0 $32,074 ¥38,336,850 

Manager of Digital Product Matthew Wallace $184,918 $168,458 $0 $16,460 ¥27,737,700 

Application Development Manager Sony Edakkunnathu $173,767 $161,443 $0 $12,324 ¥26,065,050 

Div Mgr - Member Ops & Support Noel Mason $205,193 $170,352 $0 $34,841 ¥30,778,950 

Dept Mgr - Product Engineering & Operations Surya Chintalapudi $208,570 $174,764 $0 $33,806 ¥31,285,500 

Div Mgr - Marketing Daniel Hervey $208,313 $170,246 $0 $38,067 ¥31,246,950 

RI事務局組織 エグゼクティブスタッフ 2024-25年度

副事務総長
ミシェル・バーグ

最高ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
責任者 デイビッ
ド・アレキサンダー

最高プログラム・
エンゲジメント責任者
サラ・クロフォード

最高財務責任者
ジュリー・バーク

最高情報責任者
ポール・ハイズマン

人事部
クリストファー・
ニューバウアー

法務顧問
スティーブン・
ラウトバーグ

フィランソロピー
部門最高責任者
エリック・シュメリング

最高参加体験責任者
ノラ・ゼイ

4／9 女性

163 164

165 166

167 168



2025/4/30

29

RI事務局 シニアスタッフ

財団プログラム・補助金
担当ディレクター
メレディス・バーロー

財務担当ディレクター
リチャード・バレット

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ
担当ディレクター
メアリー・バニサ

副法務顧問
ジョーマリー・
フレデリック

国際業務担当ディレクター
アルマンド・フエルタ

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｻｰﾋﾞｽ担当ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ
クリス・ダウニー

ITﾋﾞｼﾞﾈｽｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ担当ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ

ﾃﾞｨｰ・ﾃﾞｨｰ・ｺﾞｰﾊﾞｰ

最高投資責任者
エリック・ジョンズ

RI事務局 シニアスタッフ

会員増強担当ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ
ブライアン・キング

業務・管理運営担当ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ
マーク・ロウリー

会員体験ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾃﾞｨﾚｸﾀｰ
ローリー・マッカーシー

副法務顧問

アンドリュー・マクドナルド

副法務顧問
モーリーン・ニナマン

Gｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ＆デザイン
担当ディレクター
パトリック・ニュネス

ﾎﾟﾘｵﾌﾟﾗｽ担当ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ
キャロル・パンダック

RIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・奉仕担当ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ
エリーナ・クシュニール

RI事務局 シニアスタッフ

ﾗｰﾆﾝｸﾞ・開発担当ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ
サラ・ラミヤン

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ担当
ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ
ションダ・ローズボロ-スミス

会議・イベント担当ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ
シャノン M. ワトソン 財務担当部ディレクター

ドリス・ユーシュエ・シェ

12／20
女性スタッフ

青色マーカーは新人
2022年COL 事務総長関連制定案

国際ロータリー事務総長関係

22-44 事務総長の任期を２期までと
する件
第2590地区・第2840地区
（日本）（台湾）

事務総長は一度に限り再選される
ことができる

R細則6.040. R
173：304

22-45 事務総長の任期を４年とし２ 
期までに限る件
第2640地区、第2650地区
（日本）

事務総長の任期は２期８年を超え
てはならない

R細則6.040. R
142：338

22-93 事務総長の資格要件と報酬上
限を規定する件
第2650地区（日本）

事務総長はガバナー経験者、ある
いはそれに準ずる経験を持つか、
理事会が認めた者とし、更に、事
務総長の年間報酬上限は
US$400,000以内とする。

R細則6.050.
RI細則6.100

R
135：336

【2019～20年度】
RI事務総長 報酬額 588､436米ドル RIウェブサイトに公開されているRI確定申告書により
LC国際協会事務総長 183,433米ドル （ライオンズクラブ国際協会 ムーア氏）
国連事務総長 325,726米ドル
米国大統領 400,000米ドル
米国最高裁判所長官 267,000米ドル

制定案 22-45 事務総長の任期を４年とし２ 期までに限る件

提案者：敦賀ロータリークラブ（日本、第2650 地区）

国際ロータリー細則を次のように改正する。

6.040. 事務総長の選挙と任期
理事会はロータリアンを事務総長として選出し、その任期は５４年を
超えないものとする。その選挙は、任期の最終年の3月31日までに、
または空席が生じた場合に行われ、理事会が異なる日付を設定しない
限り、選挙後の7月1日に新しい任期が始まる。事務総長は再選される
ことができる。ただし、事務総長の任期は2期8年を超えてはならない。
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制定案 22-93 事務総長に関する規定を改正する件

提案者：敦賀ロータリークラブ（日本、第2650 地区）

国際ロータリー細則を次のように改正する。
第 6条 役員
6.050．事務総長の資格
事務総長はガバナー経験者、あるいはそれに準ずる経験を持つと理事会が認めた者
でなければならない。
以下、条文番号を繰り下げる。

6.100. 役員の報酬
事務総長は、理事会が定める額の報酬を受ける唯一の役員とし、その年間報酬上限
はUS$400,000以内とする。理事会の経費支弁方針に従って認められている妥当かつ
領収書を伴う経費の支払い以外、その他の役員や会長ノミニーに対しては、謝意、
謝礼金、これに相当する支払いを含め、一切支払いが行われないものとする。

RI 理事会による反対の声明
22-44 「事務総長の任期を2 期までとする件」
22-45 「事務総長の任期を4 年とし2 期までに限る件」
22-93 「事務総長の資格と報酬制限を定める件」

これらの制定案は、国際ロータリー事務総長の雇用条件に関する制限をRI 細則に挿入するものである。一度細則に
盛り込まれると、これらの条件は、将来の審議会によって改正されるまで変更できなくなる。

事務総長の任務：事務総長はロータリーの最高経営責任者（CEO）としての役目を果たす。その任務には、ロータリー
職員および七つの国際事務局を監督すること、RI 理事会とロータリー財団管理委員会および委員会と協力すること、
世界各地での研修やその他の行事においてロータリーの代表を務めかつロータリーを推進すること、ロータリー財団の
ために資金を調達することなどが含まれる。理事会の役割は、RI 関連の事柄を指示・管理することであり、これには事
務総長の監督も含まれる。こうした責任の一環として、理事会は、事務総長の募集、雇用、監督、報酬供与、および適
切であれば解雇を行う。事務総長の業績は、理事会によって毎年審査される。

国際的な慣習：世界的に、CEO の雇用条件は取締役会／理事会に委ねるのが一般的な企業慣行である。その理由
は、CEO の業務を監督するのに最も適した立場にあるのが取締役会／理事会だからである。国連事務総長もこれに
含まれる。国連憲章は、事務総長の任期を制限していない。ロータリーも同じであるべきである。

成功した過去の事務総長の任期：これまでにロータリーで最も大きなインパクトを残した効果的な事務総長は、10 年を
超える任期を務め、かつ2 期を超える任期を務めたが、これは特に驚くことではない。これには、チェスリー・ペリー氏、
ジョージ・ミーンズ氏、エド布田氏、そして現事務総長であるジョン・ヒューコ氏が含まれる。各氏はいずれも長期にわた
る複数任期を務め、その期間にロータリーの形成に極めて重要な役割を果たした。

柔軟性の減少：これまで理事会は、初回の任期をより短くして事務総長を雇用してきた。この慣行により、理事会は、よ
り長い2 期目へと雇用を延長するのに先立ち、事務総長の効果を柔軟に観察できる。しかし、事務総長の任期が2 期
に限定された場合、理事会は、事務総長の在任期間を非常に短いものに制限することなく、この慎重な管理慣行を用
いることができなくなる。

また、事務総長の2 期目が終わった時点で、新しい事務総長の選出に問題が生じるといった予期せぬ事態が起きた場
合（世界的なパンデミックなど）には、どうなるのか。入念な選出プロセスが実行不可能な場合、理事会は、任意的に臨
時の事務総長の採用または新しい事務総長の迅速な採用を余儀なくされる。

有資格候補者の人材を制限する可能性：制定案22 -93 は、事務総長が地区ガバナー経験者であるべきだと規定し、さ
らに事務総長が受けることのできる報酬も制限するものである。空席となった時点で、この役職への就任に関心を持ち、
エバンストンに移住する意思があり、事務総長となるのに最も適格なパストガバナーの数は限られる可能性がある。理
事会がパストガバナーを選出するよう制限することで、理事会が優れた資格を持つ候補者を検討できる可能性が妨げ
られる。

最後に、理事会は、その時々の市況と適切な報酬水準を最もよく理解する立場にあり、報酬の上限を細則で規定する
ことは、RI 理事会が優れた資格を持つ候補者を採用・維持する能力に重大な影響を与えることになる。

22-93 「事務総長の資格と報酬制限を定める件」への賛成意見

第2580 地区による支持の声明：
事務総長の候補者の要件として、地区ガバナーを務めたこととするのは妥当である。このため、現事務総長の経歴を開
示するようRI に求める。400,000 米ドル未満の年間報酬は妥当である。事務総長の報酬は、いかなる付帯給付金も含
めて、RI の財務諸表に詳細に報告し、それが400,000 米ドル未満であることを明確に示す必要がある。

第4652 地区によ支持の声明：
第4652 地区は、RI 事務総長の給与に40 万米ドルの上限を設ける制定案22 -93 を心から支持する。また、この役職に
は、ロータリー会員が考慮されるべきであることを強調し、管理委員または理事としての経験を積んでいる方が望ましい
と考える。ボランティア団体としてのロータリーが、CEO または事務総長を務めるプロフェッショナルのために極めて高
額の金額を支払うことは、正当ではなく、容認できるものではない。CEO は実際は会長となるべきである。会長がロータ
リアンでなければならないのと同じように、事務総長の役職は、ロータリーのさまざまな側面を十分に経験した会員のみ
が務めるべきである。

第4700 地区による支持の声明：
私たちは、ロータリーが人道支援活動に専念する非営利団体であり、その財源は会員からのの寄付から得られているこ
とを考慮し、RI の経費はその規模と目的に適合した水準に維持されるべきであることを理解している。国連事務総長の
報酬との比較は適時かつ重要である。国連は、ロータリーよりも無限に規模が大きく、より複雑な組織であるが、事務総
長の報酬はロータリーの最高幹部に支払われる報酬よりも低い。RI の事務総長に報告する約600 名職員の数、また総
収入を考えると、ロータリーは中規模組織と言える。ロータリーは高度な技術で運営されているわけではなく、その運営
は官僚的であり、複雑さも低い。従って、私たちはロータリーのマネージャーの報酬がこのような基準に適合する必要が
あると理解している。

22-93 事務総長の報酬上限の設定への賛成意見

Canela ロータリークラブ（第4670 地区） による支持の声明：
上記のCanela ロータリークラブは、国際ロータリー事務総長の給与を制限することを提案する制定案22 -93 を支持
する。世界的な財政状況を考慮して、ロータリーは節約のために取り組み、それを提案し、RI の支出を制限していくと
いうニーズを無視することはできない。従って、事務総長の給与を公平な金額で制限するというのは妥当だと思われ
る。提案されている年間40 万ドルという上限は、国連事務総長の現在の報酬額に基づいている。

Chapecó-Centro ロータリークラブ（第4740 地区）による支持の声明：
22-93 「事務総長の資格と報酬制限を定める件」規定審議会で事務総長の給与の上限を審議するこの提案を支持
する。

第6540 地区によるコメント：
事務総長の給与の上限を国連事務総長の給与と一致させるべきかどうか定かではない。
現時点でのロータリー事務総長の給与は、国連事務総長の給与よりもう高額であると認識している。
両者が受領している報酬の全体を理解しない限り、十分な情報に基づいたコメントをすることは困難である。
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